


関
ま
す
子
さ
ん

高
岡
市
長
慶
寺
一

O
O
O
番
地
・
初
歳

本
物
と
な
り
、
い
ま
や

「嫁
の
画
い
た

も
の
で
な
い
と
作
る
気
に
な
ら
ん
」
と

二
代
目
善

一
氏
が
、
目
を
細
め
る
ま
で

に
な

っ
た
。

高
岡
市
郊
外
の
農
家
に
生
れ
た
「
ま

す
子
さ
ん
」
は
、
気
立
て
が
よ
く
、
絵
を

画
く
の
が
得
意
な
娘
J

で
あ

っ
た
。

縁
あ
っ
て
伝
統
あ
る
高
岡
銅
器
を
つ

く
る
関
善
製
作
所
に
嫁
ぎ
、

一二
代
目
善

幸
氏
の
良
妻
と
し
て
、
ま
た
、

二
人
の

女
児
の
賢
母
と
し
て
九
年
の
歳
月
を
経

た
。
こ
の
間
、
持

っ
て
生
れ
た
絵
心
が

画
く
も
の
は
仏
像
。
出
来
上
る
も
の

は
伝
統
あ
る
高
岡
銅
器
。
嫁
、
妻
、
母

の
座
を
つ
と
め
な
が
ら
の
仏
画
の
勉
強
。

並
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た
。

先
代
ら
の
画
い
た

仏
画
を
見
様
見
ま
ね

て
習
う
か
た
わ
ら
、

歴
史
に
残
る
全
国
の

仏
像
を
、
大
き
な
腹

を
か
か
え
て
見
て
歩

い
た
。
子
ど
も
を
寝

か
し
て
か
ら
の
絵
筆

に
仏
心
が
出
て
き
た

の
が
四
年
目
頃
か
ら
。

一
番
喜
ん
で
く
れ
た

の
が
子
供
の
面
倒
を

み
て
く
れ
る
義
母
だ

っ
た
。

関
善
は
原
型
、
鋳

物
、
仕
上
げ
の

一
貫

作
業
が

モ
ッ
ト
ー
の

仏
像
中
心
の
銅
器
製

作
所
で
あ
る
。
注
文

は
問
屋
を
通
じ
て
く
る
。
動
熱
、

に
%
れ
人

日
蓮
、

地
蔵
菩
薩
、

観
音
菩
薩
等
々
。
そ
の
内

容
も
大
き
さ
も
様
々
で
あ
る
。

市
内
か
ら
通
う
従
業
員
五
名
に
ま
じ

-
推
せ
ん
の
ニ
と
ば

関
善
ニ
代
目

関

善

一

私
が
推
せ
ん
す
る
と

い
う
こ
と
は

面
映
ゆ
い
こ
と
だ
が
、

「嫁
は
私
に

と

っ
て
日
本

一
の
銅
器
の
仏
師
」
と

言
い
た
い
。
と
に
か
く
研
究
熱
心
で

慎
重
。
嫁
の
画
く
仏
の
絵
姿
に
は
、

「
心
」
が
あ
る
。

全
国
か
ら
注
文
が
き
て
、
私
も
息

子
も
打
ち
込
ん
で
仕
事
が
で
き
る
。

仏
師
と
い
う
の
は
本
来
彫
刻
師
を

指
す
の
だ
が
、
私
ど
も
て
は
仏
像
を

画
く
も
の
を
指
し
て
い
る
。

最
近
の
子
と
も
に
つ
い
て
各
陣
の

調
ト
任
や
報
告
で
は
共
通
し
て
、
昔
の

」
J

ど
も
に
比

べ
て

「
知
識
が
盟
か
で
体
位
は
向
上
し
た

が
、
体
力
が
な
く
、
実
践
力
が
乏
し

い
。
加
え
て
桜
丸
に
欠
け
て
ね
ば
り

、

.i

カ
ホ
d
/
¥

利
己
的
で
仲
間
意
識
が
之

し
い
な
ど
の
傾
向
が
比
ら
れ
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
で

し
よ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
チ
供
は
家
庭

学
校
・
社
会
の
三
つ
の
場
で
生
活
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
場
か
ら
の

μ明
日

を
受
け
て
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
生
活
の
場
が
、
昔
と
比

べ
て

な |家|者
い |庭| し
兄 一一 く

妹紋変
家わ
過扶 つ
保イヒて
護、き

カて
消ギい
費 ツ ま
中イ-す
Jし、

の少

保 津|生
化 附 i古
カ‘ 一ー

ら興教
?f:味 ff
校、機

だ|期能
け心の
で 、変

の能化
対力等
応 等
カ、グ〕

む多

っ
て
、

ま
す
子
さ
ん
の
担
当
は
、
問
屋

か
ら
受
注
し
た
図
面
を
画
き
、
原
型
を

つ
く
り
石
膏
で
鋳
型
を

つ
く
る
作
業
て

あ
る
。
図
面
は
問
屋
の
了
承
を
と
り
、

原
型
は
注
文
主
に
見
せ
る
。
「
殆
E
O
K

が
出
ま
す
」
と
自
信
に
満
ち
た
ま
な
ざ

し
が
光
る
。

鋳
型
に
鍋
を
流
し
込
む
三
代
目
、
仕

上
げ
に
か
か
る
二
代
目
。
二
人
を
助
け

る
従
業
員
。
常
に
反
省
し
研
究
し
あ
え

る
関
善
家
族
で
あ
る
。

彼
女
の
仕
事
場
は
広
い
作
業
場
の
片

隅
で
は
あ
る
が
、

そ
こ
は
関
善
の
す
べ

て
が
か
け
ら
れ
て
い
る
仏
師
の
場
、て
あ

ヲ。
。

関
善
二
代
目
善
一
氏1 • 

伝
統
あ
る
高
岡
銅
器
を
守
り
育
て

る
た
め
に
、
同
業
者
は
懸
命
の
努
力

を
続
け
て
お
ら
れ
る
が
、
関
善
に
立

派
な
仏
師
が
育
っ
て
く
れ
て
本
当
に

嬉
し
い
。

ず
か
し
い
。
高
学
思
考
の
税
と
の
対

応
、
競
争
と
利
己

の
場
傾
'川
等
。

岡

国

連
帯
広
…
識
の
配
列
企
す
か
ら
地

域
社
会
の
教
育
機
能
の
低
下
、
テ
レ

ビ
、
雑
誌
等
の
情
報
は
ん
ら
ん
、
白

然
と
の
接
触
機
会
の
喪
失
、
遊
び
場

の
不
足
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
生
活
様
式
が
画

一
化
し

合
理
化
、
機
械
化
さ
れ
、

f
ど
も
は

独
自
性
、
人
間
的
ふ
れ
あ
い
を
失
い
、

屋
外
で
遊
び
た
い
、

ス
ポ

ー

ツ
を
し

た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
い
つ
し
か

テ
レ
ビ
を
祝
た
り
室
内
ゲ
ー

ム
を
し

て
い
る
。
あ
る

い
は
、
学
校
の
内
外

で
友
人
を
求
め
な
が
ら
、
実
際
に
は

川
年
輩
の
友
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
少
年
団
体
へ
加
入
し
て
も

山
県
通
い

な
ど
の
た
め
継
続
し
な
い
な

ど
が
巧
え
ら
れ
ま
す
。

-
講
習
会
案
内

十
八
歳
以
上
の
人
で
児
童
ク
ラ
ブ

夏山登山あなど るな
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この道を選んだ若い女性後継者団

関ます子さん 表紙 ・表 2
児童たちはいま、あなたの指導を待っている

児童 クラブ指導者講習会のあんない一一一一一 1- 2 
児童扶養手当 ・特別児童扶養手当 2 -3 
国民年金でマイホーム 4 - 5 
県民大学校

夏期大学 ・移動巡回講座案内 6-7 
大豆の播種 8 
オープン/富山県営弓道場 9 
地すべりが起きやすい県内 10-11 
市町村民話③山田村

白;竜姫と山田男

第30田富山県植樹祭
不正大麻・ケ シ撲滅に協力を

6月号・もくじ
子
ど
も
は
本
来
、
家
庭
集
同
の
中

で
山
親
に
保
護
さ
れ
依
存
し
て
生
活

を
は
じ
め
、

心
身
の
成
長
に
つ
れ
て

生
活
圏
は
外
部
に
広
が
り
、
幼
稚
園

や
学
校
の
集
団
に
参
加
し
、
地
域
仲

間
を
基
盤
と
し
た
集
団
の
世
界

へ
と

い
わ
ば
集
団
の
中
で
の
体
験

タタ

1
ノ
、

手
小
'
b
パ

を
通
し
て
、

い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
び

4 

と

っ
て
い
く
も

の
で
す
。

こ
の
よ
、
コ
に
ず
ど
も
の
生
活
、

成

長
過
程
を
考
え
る
と
き
、

そ
こ
に
こ

の
子
ど
も
た
ち
を
健
全

に
育
成
す
る

地
域
指
導
者
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

県
で
は
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で

児
童
育
成
の
基
本
原
理
に

つ
い
て

正
し
い
理
解
を
深
め
、

児
童
の
健
全

育
成
に
奉
仕
す
る
指
導
者
を
求
め
て

い
ま
す
。

、

受
講
対
象
者

の
運
営
指
導
者

(
主
と
し
て
育
成
会



川
特
技
コ

l
ス

一
回
目

/
十
月
二
十
七
日

1
二
十
八

日

で
す
。

山
路
謀
総
説
絞
諮
議
問
的
問
料
開
縦
泌
総
幾
潟
滋
総
務
総
‘
謀
総
議
鉱
山
猿
謀
議
総
協
が
泌
総
滋
談
援
総
務
総
潔
談
山
総
絡
協
病
認
鵠
議
謀
総
滋
滋
際
総
務
総
協
調
総
怒
議
開
州
議
議
議

児

童

扶

養

手

当

4
唱
島
氏
圃
圃

P
F
3
-
-
J
+
A
R
、
巳
-hL'
・
レ
内
'

特
別
児
童
扶
養
手
当
ホ

Fearhn

，“z‘4
ノト
L
H
'
b
v
d
d
+
S，
円
4
U

の
運
営
に
あ
た
る

お
よ
び
プ

ロ
グ

ラ
ム
指
導
者
な
ど
直
接
子
ど
も
の
指

導
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人

並
び
に

指
導
者
養
成
の
研
究
を
志
す
人
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。

定
員
は
五
十
名
で
す
。

¥ 

総
即
万

四

・
・
田
町
宮

血
W
Y
醐

A

フ
年
は
寸
国
際
児
童
年
L

。

世
男
中
の
児
童
が
、
明
る
く

元
気
で
、
幸
せ
な
生
活
が
お

く
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い

を
こ
め
た
意
義
あ
る
年
で
↓
%

し
か
し
、
多
く
の
児
童
の

中
に
は
不
幸
な
星
の
も
と
に

育
つ
児
童
も
た
く
さ
ん
い
ま

す。
こ
う
し
だ
児
童
を
媛
護
し

て
い
こ
う
と
す
る
制
度
に
、

寸
児
童
扶
養
手
当
」
「
特
別
児

童
扶
養
手
当
L

が
あ
り
ま
す
。

/
 

⑧
捨
て
子
な
ど
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
な
児
童
。

た
だ
し
、
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児

童

、

児
童

福

祉

施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
、
児
童
が
公
的

な

年

金

(表

C
)を
受
け
ら
れ
る
と
き
や
、
公

的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き
は
、
千
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

V
支
給
の
要
件

手
当
は
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童

を
監
護
す
る
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ

っ
て
児
童
を
養
育
す
る
方
に
文
給
さ

れ
ま
す
。

次
の
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
年
金
及
び
老
齢
悩
祉
年

金
以
外
の
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
な
年
金

(
表

C
)

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
、
前

年
の
所
得
が

一
定
の
制
限
額

(
表

D
)
以
上
あ
る
か
た
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
手
当
を
請
求
す
る
か
た
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
配
偶
者
及

び
扶
養
義
務
者

(
兄
弟
姉
妹
及
び
直

系
血
族
:
:
:
父
、
母
、
祖
父
母
等
)

の
い
ず
れ
か

一
人
の
前
年
の
所
得
が

一
定
の
制
限
額

(表

D
)
以
上
あ
る

-ーーーー~‘、

講
習
コ

i
ス

川
基
本
コ

i
ス

日

/
六
月
二
十
三
日
j
二
十
四
日

場
所
/
富
山
県
青
年

の
家

ノ

日

/
七
月
二
十

一
日

1
二
十
二
日

場
所
/
富
山
県
青
年

の
家

川
ト
レ
ー
ナ
ー
コ

l
ス

日

/
十

一
月
十
七
日

1
十
八

H

場
所
/
呉
羽
少
年
自
然
の
家

副
目

日

/
九
月
二
十
九
日

j

一一一

1
日

場
所
/
富
山
県
行
年
の
家

。

く〉

場
所
/
呉
羽
少
年
自
然
の
家

三
回
目

日

各

コ
ー

ス
は
い
す
れ
も

一
泊
二
日

県
内
に
は
四
千
人
の
方
が
受
給

お
父
さ
ん
と

一
緒
に
生
活
が
で
き

な
い
児
童
。
身
体
や
心
に
中
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
児
童
を
監
護
ま
た
は

養
育
し
て
い
る
か
た
に
、

児
童
扶
養

手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

現
在
県
内
に
は
四
千
人

の
方

が
、

こ
の
い
ず
れ
か
の
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
手
当
制
度
の
内
容
は
次

の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
支

給

の
対
象
と
な
る
か
た

は
市
町
村
の

窓
口

へ
次

の
よ
う

に
届
出
や
請
求
を

し
て
く
だ
さ

い
。

①
現
在
受
給
し
て

い
る
か
た
は
、
八

月
十

一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

に

い所
得
状
況
屈
を
提
出
し
て

だ‘

さ

②
新
し
く
対
象
に
な
る
か
た
は
、

早

し、目

三刀
JlIl..、

疋

の
三重三
員同

求
;ル
ζ 

し
て

だ

き

児
童
扶
養
手
当
と
は

V
対
象
と
な
る
児
童
は

O
歳
か
ら
十
八
歳
未
満
ま
で
の
児

童

(

表

A
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

表 B

①両眼の視力の和が0.04以下

②両耳の聴力損失が90デシベル以上

③両上肢の機能に著しい障害を有する

④両上肢のすべての指の機能に著し い障害を有する

⑤両下肢の機能に著 しい障害を有する

⑥体幹の機能にすわっ ていることがで きない程度または

立ち上がる ことができない程度の障害を有する

⑦精神に、労働す るニとを不能なら しめ、かつ常時の監

視ま たは介護 を必要とする程度の障害を有するな ど

と
き
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

V
手
当
の
額

児
童
が

一
人
の
場
合

月
額
二
万

一
千
五
百
円

児
童
が

二
人
の
場
合

月
額
二
万
三
千
五
百
円

児
童
が
三
人
以
上
の
場
合

二
人
目
か
ら

一
人
に
つ
き
四
百
円
加
算

V
手
当
の
支
給
開
始
月

手
当
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と

の

で
き
る
方
が
認
定
請
求
を
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
玄
給
さ
れ

ま
す
。

る
障
害

の
あ
る
児
童
、
長
期
病
床
に

あ
る
児
童
は
二
十
歳
未
満
)
で
、

つ

ぎ
の
①
か
ら
⑧
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

V
手
当
の
支
払
い

四
月

1
七
月
分
H
H
八
月
十

一
日
か
ら

八
月

i
十

一
月
分

l
十

一
月
十

一
日
か
ら

該
当
す
る
児
童
で
す
。

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
児
童
で
も

国
内
に
住
所
を
有
し
て

い
れ
ば
、
対

象
と
な
リ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
て

父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
。

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
。

③

父

が

重

度

の
廃

疾

(
表

B
の

い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

)
の
状

態
に
あ
る
児
童
。

④

一
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
か
ら
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

(遺
棄
と
は

仕
送
り
も
な
く
保
護
の
断
絶
状
態
)。

⑤

一
年
以
上
に
わ
た
り
、
父
が
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童
。

d 

十
二
月
1
一一一
月
分

1四
月
十
一
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
指
定
の
郵
便
局
窓
口
で
支

払
わ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

V
対
象
と
な
る
児
童

精
神
の
発
達
が
お
く
れ
て
い
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介

議
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
二
十

歳
未
満
の
児
童
、
ま
た
重
度
や
中
度

の
廃
疾

の
状
態
に
あ
る
二
十
歳
未
満

の
児
童
。
(身
体
障
害
者
手
帳

一
級
ま

た
は
二
級
の
ほ
と
ん
ど

療
育
手
帳

表C
国民年金・…..老齢年金、通算1;齢年金、母子(悩祉)年

金、準母子(悩祉年金)、遺児年金、寡婦

年金、障害年金
厚生年金……左齢年金、通算在齢年金、特朽IJ1;齢年金、

障害年金、遺族年金、

-普通思給、増加恩給、扶助料

国家公務員、地方公務員共済組合法によ

る退職年金、廃疾年金、遺族年金、労働

者災害補償保険法による障害補償年金、
遺放補伯年金など

恩

A
判
定
を
保
持
し
て
い
る
児
童

)。

た
だ
し
、
障
害
の
年
金
を
も
ら

っ

て
い
る
児
童
は
、
対
象
と
な
リ
ま
せ

ν

。

/
/
 

V
支
給
の
要
件

受
給
者
は
、
す

べ
て
の
公
的
年
金

と
重
一復
し
て
も
ら
え
ま
す
。

そ
の
ほ
か
は
、
児
童
扶
養
手
当
の

場
合
と
同
じ
で
す
。

所得制限額表

扶養親族児童等の数 受給者本人 扶養義務者

0人 193乃2千円 573万3千円

l 222万2千円 598万2千円

2 251万2下円 619万5千円

3 280万2千円 640万8T円

4 309万2千円 662万]千円

5 3387i2 T円 683万4千円

6 367万2千円 704力7T円

7 396万2千円 726万円

8 425万2千円 747万3千円

表 D

合
申
し
込
み
r

お
よ
び
G

聞
い
ふ
匂
わ

せ
は
、
富
山
市
新
総
曲
輪
一

1

七
、
富
山
県
庁
婦
人
児
童
謀
内
主

富
山
県
児
童
h
h

ラ
山ブ
謹
合
会
ゾ

宮

O
七
六
四

1
U二
i
回
二
一

内
線
四
一
九
へ
。

2
 

表A

①両恨の視力の和が0.08以下

②両耳の聴力損失が80デシベル以上

③平衡機能に著しい障害を有する

④音声または言語機能に著しい障害を有する

⑤両上肢の親指及び人差し指ま たは中指の機能に著し い障害を有す

る

⑥ |上肢の機能に著し い障害を有する

⑦ l上肢のすべての指に著しい障害を有する

⑧|下肢の機能に著 しい障害を有する

⑨体幹の機能に歩 くことができない程度の障害を有するなど

⑥

一
年
以
上
に
わ
た
リ

不
明

の
児
童
。

父
が
生
死

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
で

父
の
認
知
を
受
け
て
い
な

い
児
童
童
。

V
手
当
の
額

-
重
度
障
害
(
一
級
)
・:
児
童
一
人
あ

た
り
月
額
二
万
四
千
八
百
円

た中
リ度
月障
額害

互語
千 ;
五児
百童
円 一
人
あ

V
手
当
の
支
給
開
始
月

V
手
当
の

支
払
い

V
受
給
者
の
届
は
児
童
扶

養
手
当
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

届出は8月R]から9月[1]日まで厳守E
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
現
在
受
給
し
て
い
る
か

た
の
前
年
の
所
得
の
状
況

や
、
児
童
の
養
育
の
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
引
き
続
き
手
当

を
支
給
す
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
も
の
で
、
提
出
さ

れ
な
い
と
手
当
の
支
給
が

停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
必
ず
品
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
母
が
婚
姻
し
た

り
し
て
、
支
給
要
件
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
と
き
は

3 

特
に
新
し
く
対
象
に
な
る
か
た
は
、

請
求
の
手
続
き
や
、
く
わ
し
い

こ
と

を
市
町
村
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

f
iー
、
。

ナ
ム
ム

に

し



国民隼盆で
マイホ
.利率5.55%

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
あ
る
い
は
増
改
築
や
建
売
住

宅
を
購
入
し
た
り
す
る
場
合
に
、
必

要
な
資
金
を
国
民
年
金
か
ら
借
り
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
集
め
た

保
険
料
の
積
立
金
の

一
部
を
、
長
期

に
わ
た
り
低
金
利
で
お
貸
し
す
る
も

の
で
す
。

-
老
人
と

の
同
居

六
十
万
円

貸

fサ

①
利
率
:
:
:
年
五
・
五
五
軒

(
こ
の
利
率
は
、
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
)

②
返
済
期
間

簡耐
易火
耐情
火 j立
構の
j主も
の 'の
も 三
の十
五
年
以
内

三
十
年
以
内

Q
&
A
 

Q

・
貸
付
の
対
象
と
な
る
建
物

は
、
ど
ん
な
も
の
で
も
よ
い
で

す
か
。

A
・
'H
分
で
住
む
た
め

の
住
宅
で
あ

オL
ば

自
舗
を
旅
ね
た
住
宅
で
も
よ

L、
が

庖
制
部
分
に
要
す
る
背
用
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た

他
人
に
貸
す
こ
と
を
は
的

と
し
た
住
宅
は

対
象
に
な
リ
ま
せ

ん
すに Q
か上七・
。ベ増

賃改
付築
額す
lこる
差場
が合
あ
り新
ま築

心
身
障

害
者
と
の
同
居
三
十
万
円

の

条

イ牛

-
木
造
の
も
の

二
十
五
年
以
内

-
既
存
の
も

の
を
購
入

耐
九
構
造
の
も
の
二

十
年
以
内

③
返
済
の
方
法

元
利
均
等
月
払
返
消

(
ス
テ

ッ
プ

返
済
も
で
き
ま
す
)

-
ス
テ
ッ
プ
返
済
の
方
法

A
-
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
と
同
じ

で
す
。

Q
・
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の

隣
地
を
購
入
し
て
建
増
し
す
る

場
合
、
増
築
資
金
に
あ
わ
せ
て

土
地
取
得
の
資
金
も
貸
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
か
。

A

・
口
付
の
対
象
に
な
リ
ま
す
。

Q
・
借
入
申
込
日
以
前
に
建
築

に
着
工
し
た
住
宅
は
、
貸
付
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

A

-
借
入
申
込
日

に
住
宅
の
保
存
登

記
が
先
了
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
れ

ば
、
貸
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
貸
付
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の

住
宅
貸
付
と
セ

ッ
ト
で
貸
し
付
け
ま

す

の
で
、
住
宅
貸
付
で
不
足
す
る
と

き
に
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

し、
。

貸
付
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人

①
現
在
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
②
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間

が
三
年
以
上
あ
り
、
借
入
・
申
込
み
を

し
た
日

の
故
近
の
二
年
間
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
人
。

貸
付
さ
れ
る
額

①
加
入
し
て
い
た
期
間
に
よ
り
貸
付

け
き
れ
る
額
が
異
な
り
ま
す
。

〈
加
入
者
一
人
に
つ
き
〉

二
年
以
上
五
年
未
満

百
万
円

-
五
年
以
上
十
五
年
未
満
二
百
万
円

-
十
五
年
以
上

二
百
五
十
万
円

②
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
や
心
身
障

害
者

(身
障
手
帳
の

二
級
以
上
お

よ
び
療
育
手
帳
の
A
以
上
の
か
た
)

を
含
ん
で
、

三
人
以
上
の
親
族
が

同
居
す
る
と
き
は
、
次
の
と
お
り

割
増
し
さ
れ
ま
す
。

返
済
期
間
が
十
八
年
以
上
の
返
済

に
つ
い
て
は
、
最
初
の
三
年
間
の
返

済
額
を
軽
く
し
、

そ
の
軽
減
分
を
四

年
目
以
降
に
返
済
す
る
二
段
階
式
返

済
方
法
で
す
。

④
担
保

貸
付
金
に
よ
リ
取
得
し
た
住
宅
等
。

⑤
収
入
の
基
準

収
入
月
額
が
、
毎
月
返
済
す
る
元

利
金
の
五
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必

Q
・
半
年
前
に
建
築
さ
れ
た
住

宅
を
購
入
す
る
場
合
、
こ
の
住

宅
は
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

A

-
昭
和
五
イ
三
年
四
月

一
日
以
後

に
建
築
し
た
住
屯
で
、
ま
だ
人
が
肘

位
し
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
れ
ば

対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
売
住
宅
を
購
入
す
る
と

き
は
、
耐
火
構
造
あ
る
い
は
簡
易
耐

火
構
庄
の
も
の
だ
け
が
、
貸
付
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

Q

・
一
年
以
内
に
住
宅
を
建
築

す
る
た
め
、
土
地
取
得
に
必
要

な
資
金
の
貸
付
を
希
望
し
て
い

国民年金加入者住宅融資のしくみ
要
で
す
。

借
入
申
込
の
受
付

受託
金融機関

-
第
一
回
:・
五
十
四
年
五
月
(
終
了
)

-
第
二
回
・:
五
十
四
年
七
月
(
予
定
)

-
第
三
回
:
・
五
十
四
年
十
月
(
予
定
)

第
四
回
・:
五
十
五
年

一
月
(
予
定

申
込
の
方
法

住
宅
金
融
公
庫
の
取
り
扱
い
金
融
機

ま
す
が
、
こ
の
土
地
取
得
資
金

は
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

A
・
い
わ
ゆ
る
土
地
の
先
行
取
引
は

貸
付
の
対
象
に
な
リ
ま
せ
ん
の

で、

口
付
は
交
け
ら
れ
ま
せ
ん

な
お
、
こ

の
場
合
、
住
宅
を
建
築

す
る
と
き
に
、
新
築
資
金
と
併
せ
て

仙
リ
る
こ
と
い
か
で
き
ま
す
。

関

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
付
額
に
限
リ
が
あ
リ

貸
付
は
申
し
込
み
順
に
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

主
」
い

。
申
し
込
み
用
紙
な
ど
は
、
住
毛
金

融
公
庫
の
取
り
扱
い
金
融
機
関
の
窓

口
に
備
え
て
あ
リ
ま
す
。

Q
-
厚
生
年
金
で
も
貸
付
を
受

は
る
ニ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
夫
婦
の
う
ち
一
方

が
厚
生
年
金
の
加
入
者
で
、
他

が
国
民
年
金
の
加
入
者
で
あ
る

と
き
は
、
ど
ち
ら
も
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

4 5 

A

-
住
宅
金
融
公
附
の
取
り
扱
い
金

融
機
凶
に
申
し
込
み
、
犬
婦
と
も
川

時
に
借
リ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
り
生
年
金
の
加
入
者
は
、

事
業
主
あ
る
い
は
戸
山
川
年
金
住
毛

一
二

六
六

)
を
通
じ
て
申
し
込
み

か
川
祉
協
会

(
8
0
七

六

凶

|
二
二

l

Q
&
A
 



第
六
回
夏
期
大
学

受
講
生
募
集

前
期
(
朝
・
夜
)
/
後
期
(
夜
)

各
七

O
O
人

富
山
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
夏
期
大

今
年
も
次
の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
豊
か
な
教
養
を
吸
収
す
る

会
で
す
か
ら
、
ど
な
た
も
奮
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
日
程

ド
ト
衣
の
と
お
り
で
す
。

-
募
集
人
員

前
期
(
夜
・
朝
の
部
)
、
後
期
と
も

そ
れ
ぞ
れ
約
七
百
人
。

-
受
講
申
込
期
間

六
月
四
日
川
か
ら
、
七
月
二
日
川

ま
で
。

た
だ
し
、
先
着
順
で
予
定
数

に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

-
申
込
方
法

川
「
は
が
き
」
に
よ
る
場
合
、
つ
ぎ
の

①

j
⑨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
便
番
号
/
②
仕
所
/
③
氏
名

④
年
令
/
⑤
性
別
/
⑥
職
業
/
⑦

連
絡
電
話
番
号
/
⑧
前
期
・
後
期

の
区
別
(
前
期
の
場
合
は

「
夜
の

部
」
「
朝
の
部
」
の
区
別
)
/

⑨

前

いつでも・芯こでも・だれでも・なんでも

年
度
受
講
の
有
無

ω「
ザ
也
話
」
に
よ
る
場
合

(ωの
①
i

⑨
の
事
項
を
明
雄
に
一
い
え
て
く
だ

さ
い

)。

ω「
団
体
申
込
」の

場
合
(
所
定
の

「
申

込
書
」
を
用
い
て
く
だ
さ
い

)。

・
前
則

「
夜
の
部
」「
朝

の
部
」
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
ん
だ

「
部
」
を

一
員
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

前
期
と
後
期
を
通
し
て
受
講
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

-
申
込
先

打
田
山
市
新
総
曲
輪
一

l
七

富
山
県
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
班

一屯
話

(
O
七
六
四
三
二

l
四

内
線
二

O
七

1
二

O
八

日
出
山
川
町
で
は

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

れ
で
も

な
ん
で
も
学
べ
る
機
会
と
場
の
拡
充

を
凶
る
た
め

川
山
ド
全
域
に
凶
か
れ
た
川
町
民
ト
八

小
校
と
し
て
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「
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学
校
凶
作
動
出
凶
品
一
出
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た

こ
れ
ま
で
乍
引
の
機
会
に
忠
ま
れ
る
こ
と
の

少
る
か

っ
た
地
域
を
前
一
点
に
し
な
が
ら

IHJ 

村
教
育
会
ハ
バ
会
や
そ

の
他
乍
門
川
体
等
か
ら

の

希
望

(
卒
業
実
地
の

三

カ
パ
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

に
よ

っ
て

年
間

凶

央

地
方
の

一
流
品
川
に
よ
る
品
出
会
を
行
い
ま
す

ま
た

必
安
に
応
じ
て
泊

1

生
昨
中
川
引
け
に
凶

す
る
相
談

・
肋
J

口
・
品
川
の
あ
ゥ
院
な
ど
も
い

た
し
ま
す
。

こ
の
凶
作
動
巡
川
品
仰
は

バ仁
川円十日中
川
に
努
め

ら
れ
る
む
々
と
と
も
に

パ
油
川

・
泊
所
で
仙
川
町

開
設
す
る
も
の
で
す
か
ら
気
軒
に
ご
利
用
く

だ
さ
る
こ
と
を
則
作
し
て
い
ま
す
υ

，、

六
啓
上

年
間
十
凶
千
戸
し
て
い
る
品
出
会
の

う
ち

次
の
講
川
に
つ
い
て
は
内
定
し
て
い
ま

す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早

ご
希
虫
の
か
た
は
、

日
に
県
教
育
委
只
会
生
川
教
打
肌

(
〒

制
宮
内
山

市
新
総
山
輪

一
l
七、

五
千
川
三
一

ー
四

一

|付

線
二
七
七

i
二
七
八

へ
ご
述
結
く
だ
さ
い
む

私
に
は
初
め
て
の
受
講
で
す
。
講

師
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
!
?

を
ど
う
展
開
し
て
い
か
れ
る
だ
ろ
う

か
。
初
日
の
朝
、
会
場
へ
向
か
う
私

の
胸
の
中
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
そ
ん
な

こ
と
で
し
た
。
会
場
へ
集
ま
っ
て
来

る
人
た
ち
は
年
代
も
さ
ま
さ
ま
。
し

か
し
、
ど
の
人
も
、
地
方
に
い
な
が

ら
H

有
名
な
先
生
方
の
お
話
が
聞
け
る

こ
と
に
、
大
変
興
味
と
関
心
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
僚
子
で
し
た
。

-
・
中
略
・
・

「人
生
の
学
生
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
人
が
い
ま
す
。
周
囲
か
ら
教
え

Tこ
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ら
れ
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身
も
ま

た
生
従
学
ぶ
姿
勢
を
持
つ
べ
き
だ
と

い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。
何
年
ぶ
り

か
で
受
講
生
に
な
っ
た
私
は
、
今
副

の
夏
期
大
学
の
受
講
を

一
つ
の

ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
人
生
を

尚
子
、
ふ
一
学
生
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

(主
婦
・
富
山
市
)

高
岡
会
場
で
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
大
同
信
先
生
の

「人
間
は
な

ぜ
本
を
読
む
の
か
」
で
し
た
。
お
話
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みぺJさか こすきく

を
聞
き
終
わ
り
心
き
わ
や
か
な
思
い

B 

が
広
が
り
、

と
か
く
日
々
の
惰
性
に

流
さ
れ
が
ち
な
私
は
大
い
に
反
省
し

ま
し
た
O

i
-
-
-
中
略
:
:
:
一
時
間
半

の
お
話
を
通
し
て
、
大
同
氏
の
思
想

の
恨
底
に
流
れ
る
も
の
に
、
わ
ず
か

な
が
ら
触
れ
得
た
気
が
し
ま
し
た
。

も
う
少
し
時
聞
が
あ
れ
ば
、
詩
歌
、

西
欧
の
詩
な
ど
に
も
話
い
か
発
展
し
た

の
で
は
な
い
か
と
、
多
少
心
残
り
に

思
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
機
会
が
毎

年
持
た
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み
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犬、
指防車
種包の

凶
種
子
は
十
ア
ー
ル
当
り
五

1
六
キロ

を
準
備
す
る

選
種
お
よ
び
種
子
消
毒

ω紫
斑
粒
や
褐
斑
粒
は

紫
斑
病
や

ウ
イ
ル
ス
病
の
伝
染
源
と
な
る
の

で
、
取
り
の
ぞ
く
。

ω紫
斑
病
予
防
の
た
め

種
子

一
J

大
豆
の
播
種
の
時
期
(
六
月
上
旬

ま
で
)
で
す
。
播
種
に
心
掛
け
た
い

点
を
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
す
。

に
「
べ
ノ
ル
ミ

・
チ
ウ
ラ
ム
水
和

剤
」
四
す
を
種
子
の
表
面
に
十
分

付
着
さ
せ
て
播
種
す
る
。

排
水
対
策

資|播 l
E|種 l
*1期|
下 ー一一ー

月
上

を

ω地
下
水
位
の
低
い
乾
田
を
選
ぶ
。

ω圃
場
内
の
周
辺
や
圃
場
の
広
さ
に

応
じ
、

小
排
水
溝
を
掘
る
。

目
安
に
行
う
。

ω極
端
な
日
十
播
き
は
「
つ
る
ぼ
け
」

に
、
遅
矯
き
は
着
英
が
減
リ
収
量

が
あ
が
ら
な
い
の
で
さ
け
る
。

ω排
水
を
す
み
や
か
に
す
る
た
め
、

排
水
口
を
増
や
す
。

凶
高
さ
二
十
1
二
十
五
で
の
畦
立
て

播
種
密
度

を
す
る
。

山
間
用
排
水
路
や
隣
接
水
田
よ
り
の
浸

ω十
ア
ー
ル
当
り
八
千
株
程
度
と
す

水
防
止
の
た
め
転
換
の
集
団
化
に

る

努
め
る
。

ωそ
れ
に
は

畦
幅

十

七
十
i 

ロ
凹
種
お
よ
び
種
子
量

で
と
す
れ
ば
よ
い
。

ω在
来
種
に
は
蔓
化
や
倒
伏
の
し
に

く
い
「
エ
ン
レ
イ
」
か
「
シ

ロ
セ

震|施|
お|目巴|
中 |

め

起

十

ン
ナ
リ
」
を
用
い
る
。

ア
ー

ル
当
り
に
苦
土
灰
カ
ル
か
消

て
お
く
。

石
灰
を
百
J
を
あ
ら
か
じ
め
摘
し

力
を
要
し
ま
す
が

剤
処
理
で
か
な
り
軽
減
で
き
る
。

播
種
時
の
除
草

ω肥
沃
な
と
こ
ろ
以
外
は
、
チ
ッ
ソ

二キロ
、
リ
ン
サ
ン
七
1
八

f
、
カ

を
三
百
∞
か

ω薬
剤
の
「
ト
リ
プ
ル
ラ
リ
ン
乳
剤
」

「
ベ
ン
チ

オ

カ

|

ブ

・
プ
ロ
メ
ト
リ
ン
乳
剤
」
を
六

リ
八

1
九
キ
ロ
を
単
肥
か
大
豆
用
化

十

1
八
百
叩

(
砂
地
で
は
少
な
く

用
す
る

成
肥
料
で
砕
土
、
畦
立
て
前
に
施

す
る

)
を
十
ア
ー
ル
当
り
百
五
十

ω洪
積
土
壌
な
ど
リ
ン
サ
ン
が
欠
乏

支

ThJ
に

ω除
草
効
果
を
高
め

口
前
後
の
水
に
溶
か
し
散
布
す
る
。

薬
害
を
出
さ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
た
め
に

に
均

一
に
散
布
す
る
。

適
量
を
土
譲
全
面

熔
成
燐
肥
を
五
十
J
を
施
す
。

副
団
己

大
一立
で
は
非
常
に
多
く
の
除
草
労

ω播
種
し
て
か
ら
日
を
お
く
こ
と
な

く
、
播
種
覆
土
(
深
さ
三
で
の
穴

除草剤処理区

に
、
大
豆
二
粒
を
入
れ
て
ふ
さ
ぐ

後
す
ぐ
に

じ
よ
う
ろ
な
ど
で
散

布
す
る
。

移
植
栽
癌

や
む
を
え
ず
移
植
す
る
場
合
は
、

川
移
柏
予
定
の
十
j
十
五
日
前
に
、

播
種
床
(
十
ア
ー
ル
分
、
十
平
方

μ
川)

に
、

一
本
植
の
場
合
で
四
キ
ロ

ほ
ど
播
種
す
る
。

ω初
生
葉
が
展
開
し
、
本
葉
が
伸
び

は
じ
め
る
こ
ろ
が
、
移
植
の
適
期
。

無処理区

巴

.... ‘ 

-時、、p
:r:". ..-
恥俺 ⑤ 

H

札
で
始
ま
り
札
で
終
る
。
と
い
う
弓
道
の
普
及
と
競
技
水

準
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
昨
年
か
ら
建
設
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
し
た

「
県
営
富
山
弓
道
場
」
が
完
成
し
、
五
月
二
十

三
日
に
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
翌
二
十
四
日
か
ら
一
般
に
使
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
弓
道
場
は
、
近
的
射
場
と
遠
的
射
場
と
が
、
同
じ
建

物
の
中
に
併
置
さ
れ
て
お
リ
、
全
国
大
会
も
行
え
ま
す
。
夜

間
照
明
施
設
も
完
備
し
て
い
る
全
国
的
に
誇
れ
る
大
規
模
な

施
設
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
他
の
県
営
体
育
施
設
と

同
様
に
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
特
に
初
め
て
の
万
の

た
め
に
、
弓
具
と
指
導
者
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

弓
道
場
の
概
要
は
、
次
の
と
お
リ
で
す
。

の儀が行われだ

.所在地

富山市茶屋町山の下43のl
.電話

(0764)34-3873 
・敷地面積

5.671.>f)J;，レ
.建物構造

鉄骨一部木造平屋建

.床面積

803.73平方九
.施設内容

近的射場10人立
遠的射場6人立
夜間照明設備

利用されるかたに・・

利用方法/弓道場へ直接申し込み

利用時間/午前9時~午後9時
利用料金/一般=150円

学生 ・生徒=80円
(1人2時間)

休館日/毎週火曜日及び年末

年始

(12/28 -1/ 4) 

巴

県立図書館の隣に完成した弓道場



山
く
ず
れ
と
地
す
ベ
り

地
す
ベ
リ
の
呼
び
万
は
地
ん
に
よ

ル似

(
つ
、
ぇ

っ
て
特
色
い
か
あ
り
、
山
政
け
、
抜
け

山川
「
く
え
)
な
ど

U
J色

が
山
か
で
す

般

山
の

一
郎
で
山
地
や

H
陵
地
等
の
判

地
慌

の
安
定
状
態
が

失
わ
れ
て

移
動
し

くiHlJ
.fJL }j 
象あ
をる
山い
iJ'Mは
れ 1'-

あへ

る
い
は
崩
壊
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
古
風
ゃ
い
同
所

的
弘
前
線
に
よ
る
柴
中
栄
一
山

あ
る

11 

"七
グ〉

作
JI-J 

い
は
秋
則
の

μ
山
や
刷
千
l

本
な
ど
の

ま
た
、
道
路
建
設

に
市
一
み
を
の
せ
た
リ

℃
地
泣
成
な
と
に
打
、
っ
利
山
の
し
部

末
山
川
を
切
上

す
る
川
な
ど
の
人
J
的
作
叫
に
よ

ウ

て
活
発
さ
れ
ま
す

こ
れ
ら
の

坑
象

の
い
か
多
い

いか

じ
か
先
生
す
る
利
ぃ
川
は
4

般
に
急
な
も

な
か
に
は
比
較
的
ゆ

る
や
か
な
創
出
で
も
し
ば
し
ば
発
作

し
て
い
ま
す

こ
の
時
の
辺
助
は
さ

わ
め
て
ゆ

っ
く
り
し
た
も
の
で
あ
り

の
た
め
地
す
ベ
リ
地
引

'か
多
く

川
の
流
路
も
山
か
り

山
水
ご
と
に

宇 地
す

べ
り
の
被
~引け
か
凱
発
し
て
い
ま

九
了
ナ
氷
i
t
也
-
メ
二

-u
、
ご
よ
、
]
]

d
4
h
1
・

守

d
t
i
J
'
e
J
l

i
t
i-
-寸
4

:、V

4

I

L

L
・3

乙
川
で
あ
り

す

ヘ
リ
の
多
発
地
引
し
「
4

て
は
む
名

ヲ
r
、の

ふド
』品
・かペ
L
i

J

氷見市胡桃の大地すべり

し
か
も
継
続
的
な
も
の
が
多
い
の
で

す

こ
の
ゆ
る
や
か
な
収
集
の
む
を

図 1治
四
十
二
年
の
論
出
、
熊
無
の
大
地

す
ベ
リ
、
大
正
七
年
の
凶
見
の
地
す

ベ
リ
、
昭
和
三
卜
九
年
の
州
桃

の
大

地
す

べ
り

の

ニ
有
は
有
名
で
す
っ

の
ほ
か
に
も

ま
た
ま
だ
沢
山
の
地

す

ベ
リ
問
所
が
あ
け

多
く
の

地
す

似
リ

へ
り
・
記
録
か
あ
り
ま
す

一
般
の
山
出
れ
(
山
川
岐
)
と
区
別
し
て

「
地
す
ベ
リ
」
と
昨
ん
で
い
ま
す

凡例

口第四紀層

図第三紀層

.先第三紀層

口火成岩

・地すべり地帯

地
す
べ
り
に
な
り
や
す
い

地
質

地
す

べ
り
の
分
山
は

'H-
-KL
¥J
ぃ

J

H
ハ
ザ
L
J
j
t
H

地
す
ベ
リ

に
・
一
世
抜
な
関
係
が
あ
り

を
大
別
す
る
と
第
三
紀
層
地
す
ベ
り

!再
で‘
(川
化
計
、
粘
松
山
石
川
悦
川
川
和
な
ど
の
地

〆
〆
ノ

」
'
~
i
lし

げ
作
川

J
H叫
‘
J
F

、
，，Aq 地
殻
変
動
の
激
し
い
時
代
に

風
化
し
て
い
る
こ
と
が

多
い

)
破
砕
帯
地
す
ベ
り

(地
附
が

し
ゅ
う
山
ま
た
は
断
層
を
交
け
た
と

る
層
で

き
山
川
山
が
押
し
っ
、
ふ
さ
れ
て
で
き

軟
ハ
凶
な
粘
上
や
む
片
で
形

成
さ
れ
突
然
の
，
山
水
が
あ
る

)
温
泉

五
山
山
石

地
す
ベ
り

(
弘
山
水
の
刊
別
に
よ

っ
て

で
き
る
軟

ω粘
上
で

トセ
ム
武
む
な
ど
が
変
目
し
て

'Flニ

メL

h 

る
と
膨
怯
し
た
り
、
党
熱
す
る
た
め

|叫

す

川
町
川
川
と
な
る

)
の
三
つ

に
分
類
さ
れ

つ
に
判
記
の
地
凶

に

分
布
し
，
、
い
ま
す

富
山
県
は
全
国
有
数
の

地
す
ベ
り
地
帯

わ
た
し
た
ち
の
ハ
い
ん
で
い
る
山
山

!瓜
し
川
れ
小
は
和
二
紀
以
附
地
す

ベ
リ
地
借
に

県
で
も
あ
り
ん
」
凶
て
も
訂
数
の
地
す
ベ
リ

I也
す
/、t

J也
は

大地に滑落崖を残して家々は押しつぶされた

こ
こ
で

附
和
三
十
九
年
七
片

の

悔
4

山
川
に
発
生
し
た
州
桃
大
地
す
べ

し り
を
1- ~(~ 
ii 介
H寺 し
可iま
ます
でと
グ〕

間j

正
午
じu
ゾ叉
九A

* 

に
従
米
か
ら
継
続
的
に
緩
慢
な
移
動

を
し
て
い
た
朗
桃

堂
回

新
出
の

押 し倒された大木と家屋

地
す

ベ
リ
地
帝

(新
田
山
利
由
を

l
-

端
と
し
て
点
西
約
-
ム

-h
い

市
北
1-

ム

U
い川)
約
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広

大
な
地
域
が
急
激

に
移
動
し

八
十
七

μ
の
削
桃
部
部
は

一
挙
に
壊

減
し
た

の
で
す
。

-】

‘、-

J
J
'

J
I
'
 

日
中
σ〕
出

図2

~第三紀層地すべり地符
a破砕帯地すべり地帯
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の
い
た
る
と
こ
ろ
に
点
'仇
し
て
い
ま

す

(
M
凶

2
参
照

ん

ι述
山
系
丘
陵
部
に
似
を
発
す
る

1
4、
J
dl
げ
川
H

、J1
i
r
i
-
-
'

H
叶
世
間

グ
討
が
川

に
古I~
)11 

J
J
ll
，、

、ぅ、
B
i
t

al

l

i

-

-
F
a--

ノ
?
1
1

阿
尾
川

)
は

即
時〈

市
部
地
域
よ
り
も
比
較
的
上
砂
の
流

山
は
少
な
い
も
の
の

そ
の

卜
流
部

地
域
は
第
三
紀
層
と
い
う
羽
い
地
位

‘誠

一面の田は寸断されて稲苗が帽子のように残った

た
た
め
に

ト
米
事
で
あ

っ
た
の
と
筈
報
が
山
て
い

人
命
の
被
引
い
一
け
が
な
か

勺

た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た

ん山
川
正
ボ
4

と
印
せ

て
そ
の
後
の

地

守守

す
ベ

リ
防
止
対
策
と
し
て
は
、
地
す

べ
り
卜
部
の
地
ド
水
排
除
工
、
集
水

井
工
を
主
体
と
し
た
工
事
が
施
工
き

れ
ま
し
た

県
の
地
す
べ
り
対
策

現
作
、
県
下
で
地
す

ベ
リ
移
動
の

折
し
い
も
の
は
氷
比
山
凶
見
、
品
凶

地
区
、
八
位
町
栃
折
地
区
お
よ
び
上

市
町
米
州
地
区
で
す
。

数

地
す

べ
り

の
対
策
工
事

の
主
な
工

法
は
、
抑
制
工
と
し
て
地
下
水
を
排

除
す
る
た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
工
、
集

水
井
工
、
地
表
水
を
す
み
や
か
に
流

す
た
め
の
水
路
を
実
施
し
、
ま
た
抑

j
工
と
し
て
鋼
管
抗
打
工
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
作
工
、
排
土
工
、
砂
防
胤
一堤

工
な
ど
施
工
し
て
い
ま
す
。



白
滝
姫
と
山
田

む
か
し
¥
む
か
し
¥
鎌
倉
(
婦
負
郡
山
田
村
)
の

里
に
¥
二
人
の
兄
弟
、
ガ
あ
つ
だ
と
。

兄
は
¥
じ
よ
う
ぶ
な
か
ら
だ
を
も
ち
¥
家
を
つ
い

で
¥
田
畑
の
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
だ
と
。

弟
は
、
読
み
書
き
が
拐
き
で
¥
や
が
て
¥
士
山
を
立

て
て
都
(
京
都
)
に
上
り
¥
あ
る
お
公
卿
さ
ま
に
仕

え
た
。
と
い
っ
て
も
¥
な
に
、
ぶ
ん
い
な
か
者
だ
つ
だ

の
で
¥
庭
そ
う
じ
を
し
た
り
¥
薪
わ
り
を
し
だ
り
¥

風
呂
だ
き
や
走
り
使
い
な
ど
¥
下
男
と

し
て
働
い
だ
と
。

弟
は
¥
朝
早
く
か
ら
¥
夜
お
そ
く
ま

で
¥
ま
じ
め
に
働
い
だ
う
え
¥
だ
い
へ

ん
利
口
だ
つ
だ
の
で
¥
目
、
か
だ
っ
に
つ

れ
¥
お
屋
叡
の
、
だ
れ
か
ら
も
¥

「
山
田
男
よ
¥
山
田
男
よ
ー
に

と
呼
ば
れ
て
¥
だ
い
そ
う
か
わ
い
が
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
と
。

あ
る
日
の
こ
と
、
だ
つ
だ
。
山
田
男
、
ガ
風
呂
を
だ
き
¥

く

げ

し

ら

た

さ

ひ

め

公
卿
の
娘
の
白
滝
姫
を
案
内
し
て
き
だ
と
。

白
滝
姫
、
ガ
湯
か
げ
ん
を
お
調
べ
に
な
っ
疋
と
こ
ろ
¥

少
々
熱
か
っ
芝
の
で
¥
山
田
男
に
¥

寸
水
を
持
て
J
U

と
い
い
つ
け
ら
れ
だ
。
山
田
男
は
¥
さ
っ
そ
く
手
桶

の
水
を
¥
湯
、ぶ
ね
に
あ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
¥
ど

う
し
だ
は
ず
み
か
¥
手
桶
の
水
、
ガ
白
滝
姫
の
著
て
い

男
ぶ

ん

山

田
中
学
校
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ

指
導

深

野

山

不

え

・

若

林

明

子

(
山
田
中
学
校
三
年
)

桁

山山一中

十寸

U
A順
，j

(
不
転
載
)

-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

る
差
物
に
か
か
っ
て
し
も
た
と
。

そ
の
時
¥
姫
は
¥
い
な
か
者
と
は
い
え
¥
ま
じ
め

で
¥
利
口
な
山
田
男
を
¥
恋
し
く
思
っ
て
い
だ
の
で

す
が
¥
霞
さ
え
か
か
り
か
ね
だ
る
白
滝
に

山
か
け
る
な
山
田
男
よ

と
¥
わ
ざ
と
い
じ
わ
る
な
歓
を
よ
ま
れ
だ
と
。

山
田
男
も
¥
美
し
い
姫
に
¥
ひ
そ
か
な
恋
山
を
抱

い
て
い
乏
の
で
¥
す
か
さ
、す

照
り
照
り
て
芭
の
下
葉
の

枯
る
る
と
き

山
田
に
落
ち
よ
白
滝
の
水

と
、
堂
々
と
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
叡
を
返
し

だ
と
。こ
の
あ
り
さ
ま
を
¥
も
の
か
げ
で
聞

い
て
い
だ
お
公
蜘
さ
ま
(
姫
の
父
親
)

は
¥
山
田
男
の
賢
さ
に
感
山
さ
れ
¥
二

人
の
恋
を
お
許
し
に
な
つ
だ
と
。

け
れ
ど
¥
そ
の
こ
ろ
¥
公
卿
と
一
般

の
人
と
の
結
婚
は
¥
都
か
ら
追
放
と
い

う
き
び
し
い
お
き
て
が
あ
っ
た
の
で
¥

山
田
男
は
白
滝
姫
を
つ
れ
て
¥
故
郷
の

山
田
村
に
帰
っ
て
き
だ
と
。

山
田
男
を
迎
え
だ
兄
は
¥
つ
れ
そ
っ
て
き
だ
姫
を

見
て
、
だ
い
そ
う
驚
き
¥

「
こ
の
よ
う
な
、
身
分
の
高
い
お
万
と
い
っ
し
ょ
に

牛岳の自然と文化から

山
田
中
学
校
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
中
学
校

創
立
三
十
周
年
記
念
と
し
て
、
全
生
徒
の
手
で
野
外

に
お
け
る
郷
土
学
習
を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
、

「
牛
岳
の
自
然
と
文
化
」
と
い
う
小
冊
子
に
ま
と
め
ま

し
た
。

こ
の
話
は
そ
の
中
か
ら
、
字
数
に
合
わ
せ
て

書
き
直
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

暮
ら
す
こ
と
は
¥
お
そ
れ
多
い日

と
い
っ
て
¥
川
向
い
の
山
に
新
し
い
家
を
建
て
¥

人
を
住
ま
わ
せ
だ
と
。

〔解説〕

こ
の
話
は
、
今
か
ら
七
百
五
十
年
ほ
ど
の
昔
(
鎌

倉
時
代
の
初
め
)
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
証
拠
に
、
姫
が
母
の
形
見
に
都
か
ら
持
参
し

た
黄
金
づ
く
り
の
鏡
が
、
二
人
の
住
ん
だ
屋
敷
跡
か

一

そ
の
後
¥
山
田
男
と
白
滝
姫
の
二
人
は
¥
山
田
村

の
人
々
に
¥
都
の
新
し
い
文
化
を
伝
え
な
が
ら
¥
圭

せ
に
暮
ら
し
だ
と
さ
。

ら
掘
り
出
さ
れ
、
そ
こ
に
「
鏡
の
宮
」
と
称
し
て
小
さ

な
洞
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
、
都
の
文
化
が
地
方
に
広
が
っ
て
い
く

過
程
を
物
語
る
話
と
し
て
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。



結
ゆ
た
か
な
県
土

づ
く
リ
の
願
い

を

こ
め
た
、
第
三
十
回
出
山
県
柏
樹

祭
は
、
五
月
十
八
日

ω東
砺
波
郡
域

端
町
細
野
地
内
(
通
称
製
の
木
-4
1
)

の

山
林
で
、
県
内
各
界
の
代
表
者
、
地

厄
小
中
学
生
、
み
と
リ

の
少
年
団
等

総
数

一
下
名
余
い
か
参
加
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
・記
念
樹
を
柏
え
て
わ
が
家
も
児

童
年
」
で
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
五
十

まふ山
っ さ年
たわ度
式し緑
典 〈化
で 1Jー
は 午事
前 の
今十巌
年 一 後
度時を
結か飾
成らる
さ始 lこ

れ
た

「
立
山
み
ど
リ
の
少
年
団
し
を

始
め
五
つ
の

「
み
ど
り
の
少
年
団
」

の
代
表
に
知
事
か
ら
団
旗
が
子
…
脱
さ

れ
た
ほ
か
、
永
年
造
林
事
業
な
ど
日
制

化
の
推
進
に
良
献
の
あ

勺
た
万
々
に

知
事
感
謝
状
及
び
城
山川
町

-K
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
実
施
し
た
机
栽

樹
保
護
手
入
コ

ン
ク
ー
ル

の
優
良
者

に
対
し
、
林
野
庁
長
官
賞
、
国
土
緑

化
推
進
委
員
会
理
事
長
賞
、
富
山
県

~ 

山

剣
止
山
な
ど
県
内

の
主
な
山

岳
地
帯
で
は

つ
ゆ
明
け
と
と
も
に

本
格
的
な
一変
山
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま

し
た
。

こ
の
時
期
は

天
候
い
か
良
く
、
笠

紙
化
推
進
委
員
会
委
員
長
賞
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
る
な
ど
多
彩
な
行
事
が

行
な
わ
れ
た
。

富
山
県
植
樹
祭
は
、
緑
に
対
す
る

関
心
度
を
深
め
、
積
極
的
に
県
土

の

緑
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
行
事
で
、
昭
和
二
十
五

年
川
口
に
上
新
川
郡
大
山
町
に
お
い

重装備登高訓練

6月1日から税率が
引き上げられました

l 軽油

級
の
登
山
を
、
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
r

今
冬
は
、
降

-Y量
が
少
な
く
、
笠
山

道
、
岩
場
で
は
汗
れ
が
多
く
、
ゲ
ー
渓

で
は
ク
レ
パ
ス
が
大
き
く
口
を
開
き

ス
ノ

l
ブ
リ

ッ
ジ
も
ち
ょ
・
っ
と
し
た

衝
撃
で
崩
壊
す
る
な
ど
、
危
険
が
い

づ
ぱ

い
で
す

昨
年
の
反
山
シ
ー
ズ
ン
中
に
は

-
化
似
事
故
が
ニ
ト
七
什
J
U

発
パ寸
し
ま

し
た

て
第

一
凶
開
催
以
来
今
年
度
で
三
十

凪
を
数
え
て
い
ま
す
。

今
凶
の
机
樹
祭
は
こ
れ
を
記
念
し

て
、
特
に
、
婦
人
会
、
青
年
団
等
県

内
各
層
か
ら
特
別
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
な
ど
県
民
総
参
加
を
目
指
し
た

も
の
で
、
知
事
を
始
め
参
加
者
全
員

が、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
会
場
に
県
本

ー
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」二
下

4
.h
本
を
、

一
本

一
本

て
い
ね
い
に
机

紋
し
ま
し

予

-
O

J
/
、

こ
の

「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
は
航
え

た
だ
け
で
自
然
に
大
き
く
な
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
雑
草
を

刈
払
う
炎
天
下
の
下
刈
作
業
、

雪

に

押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
木
を
ま

っ
す
ぐ
に

す
る
倒
木
起
こ
し
ゃ
、

雪
山
舌
及
び
病

虫
与
を
防
止
す
る
た
め

の
除
間
伐
等

保
育
作
業
が
、
今
日
か
ら
今
後
幾
十

年
と
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

刷
、
え
た
木
を
大
き
く
す
る
よ
う
み

ん
な
で
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

丘
日
か
ら
七
月
十
四
日
ま
で
の
二
カ

14 

不
正
大
麻
・
ケ
シ
撲
滅
に
協
力
を

麻
薬
に
よ
る
中
毒
串
主
台
の
悲
惨
さ

は
よ
く
ご
存
知
の
と
お
リ
で
す
。

恐
る
べ
き
麻
薬
の
成
分
を
含
ん
で

い
る
「
大
麻
」
や

「
ケ
シ
」
の
不
正

栽
培
を
撲
滅
す
る
運
動
が
、
五
月
十

月
間
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
麻
や
ケ
シ
を
栽
培
す
る
方
は
、

保
健
所
や
警
察
と
十
分
に
連
絡
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

、
E
な
盟
昨
杉
山由
ま

;
j
!
!
!
l
 
岩
場
と
咋
渓

に
お
け
る
発
生
が
多
く
、
人
工
H

治
れ

汗
行
に
来
つ
て
の
転
決

イ
i

塊
崩
壊

の
ド
蚊
き
、

ど
、
不
州
立
か
ら
迎
離
し
て
い
る
ケ

ク

レ
パ
ス

へ
の
転
法
な

ー
ス
が
始
ど
で
す

山
本
し
い
い
以
山
弦
山
を
す
る
た
め
に

は
、
厳
し
い
大
什
然
に
刈
応
で
き
る

似
市
一
な
心
柄
、
え
と
無
理
の
な
い
計
州

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ
る
良
好
な
体

μ
刊
円
切
銭
圃
マ

M
円
叩
銭
に

庁
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
っ
ち
‘
県

税
の

一
つ
で
あ
る
軽
油
引
取
税
に

つ

こ
の
た
び
の
税
制
改
正
で

'{i 

関
述
税
の
税
率
いか
二
十
五

γ
引
き
上

い
て
も
、
同
様
の
附
置
が
と
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
王
山
川
川
川
川
内
見
立
、

市
下

-
V
{
-t
M
M
1
ι
f
l
u

ハ
ス
や
ト
ラ

ノ

ク
等
の
燃
料
と
し
て
使
刑
さ
れ
る
軒

仰
の
引
取
町
一
寸
に
か
か
る
税
で
、
山
市
日
さ

4

，
‘、
、

ノハカ

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
購
入

さ
れ
る
軒
油
の
代
金
の
中
に
、
税
の

分
が
A
J
U

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
脱
が
」
ハ
川

日
か
ら
、
従

米
の

一
い
あ
た
り
十
九
円
札
卜
銭
か

ら
、
二
十
四
刊
三
十
銭
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
わ
け
で
す
J

粁
油
引
取
税
は
、
す
べ
て
司
川
町
内

の
泣
路
艶
備
や
析
梁
の
佳
設
等
に
使

調
の
似
持
な
ど
事
前
の
単
備
と
、
夏

と
は
い
え
、
三
千
じ
の
陵
線
は
、

大

依
が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り

すま
るす
と の
とで
も
に・気

象
行情
動報
は lこ

分
圧

.U!、

日1

ハ
ー
右
き
の
原
則
を
励
行
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た

ト
引
名
な
登
山
家
は
常
に
引

き
か
え
す
，
切
れ
を
も

っ
て
い
る
こ
と

を
知
リ
ま
し
ょ
う
。

わ
れ
る
目
的
税
で
、
こ
め
た
び
の
税

15 

不
引
き
上
げ
は

な
お

一
層
の
充
実

を
は
か
り

よ
リ
よ
い
生
前
環
境
を

つ
く
る
た
め
の
州
置
で
す
。

皆
さ
ま
.
の
ご
即
.
解
と
ご
協
力
を
お

刷
い
い
た
し
ま
す

〈
純
正
軽
油
を
使
い
ま
し
ょ
う
〉

粁
泊
に
灯
油
等
を
ま
ぜ
た
‘
い
わ

ゆ
る
川
川
和
軽
油
の
使
用
に
刈
し
て
も

そ
の
灯
油
等
に
軒
油
引
取
税
が
か
か

リ
、
し
か
も
内
燃
機
関
を
い
た
め
る

こ
と
に
な
り
、
決
し
て
お
他
に
は
な

り
ま
せ
ん
の

純
正
な
軽
油
を
、

お
使
い
く
だ
さ

し、



問
・

中
古
車
を
業
者
に
売
つ
だ

が
税
金
分
は
返
し
て
も
ら
え
る

か。

答
・

自
動
卓
に
関
す
る
税
に
は
国
税

と
県
税
が
あ
り
ま
す
。
国
税
に
は
自

動
卓
重
量
税
が
、
県
税
に
は
自
動
卓

問
・

電
話
で
〈
主
取
引
を
勧
め
ら
れ

や
る
と
も
や
ら
な
い
と
も
は
っ
き

り
し
だ
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
だ
の

に
¥
三
十
分
後
に
〈
主
を
貫
つ
だ
と

の
連
絡
が
あ
っ
疋
。
翌
日
訪
問
を

受
け
¥
娘
ガ
は
っ
き
り
断
わ
つ
だ

の
に
、
次
の
日
ま
だ
や
っ
て
き
て

年
寄
二
人
を
相
手
に
五
上
八
時
間

も
ね
ば
り、

「
買
付
け
を
し
て
し

答
・

こ
の
件
は
、
本
人
の
息
子
さ
ん

か
ら
の
相
談
で
、
銀
行
は
支
払
い
を

止
め
て
し
ま

っ
た
の
で
、
お
金
は
お

ろ
さ
れ
ず
に
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

捺
印
す
る
。

ω元
金
や
利
息
を
返
済
し
た
と
き
は

必
ず
領
収
書
を
も
ら
い
保
存
す
る
。

凶
不
幸
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
笠
察

や
弁
護
士
に
相
談
す
る
。

な
お
、
県
の
中
小
企
業
課
で
も
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

自霊童冨墨塞璽E霊冨
募集人員/パス1台約50名

X8台

申し込み/6月15日→30日まで
運行日/7月25日附・8月1日附
「県政親子パス教室」コース表
.運行日/各地区とも 7月25日附.8月1日附

取
得
税
と
自
動
車
税
が
あ
リ
ま
す
。

-
ご
質
問
が
あ
れ
ば
県
広
報
課
ま
で
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
う
ち
、
自
動
車
重
量
税
と
自

動
車
取
得
税
は
廃
車
や
名
儀
変
更
等

が
あ

っ
て
も
戻
り
ま
せ
ん
。
自
動
車

す
。
と
こ
ろ
が
注
文
書
に
は
指
値
千

七
百
二
十
二
円
と
し
か
書
か
れ
て
い

な
い
た
め
単
位
が
わ
か
ら
ず
、
こ
の

に
つ
き
売
買
の
両
方
で
十
三
円
ず
つ
)

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

去
で
り
に

一
面
識
も
な
い
の
に
こ
の

よ
う
な
高
額
な
取
引
を
、
電
話
だ
け

で
済
ん
だ
と
す
る
の
は
お
か
し
い
で

す
し
、

税
だ
け
が
廃
半
し
た
と
き
に
限
り
避

10.00-10.40 11 .30 -12.30 13 . 00 -13 . 50 

子撫川ダム→(宮品峡)→高岡問屋センター(昼食)→県民 公 園
高山地区

14.20-15.00 15.20 -16.00 

→埋蔵文化財センター→県 庁

10.30 -11 . 10 11 . 40-12 . 50 13.20 -14 . 00 

繰化センタ ー→いこいの村富山(昼食)→公害セ ン タ一→
魚津地区

14.40-15.10 15 . 20 -16.00 

交通管制センター→県 庁

10 . 30 -11 . 10 11 . 40 -12 . 50 1 :3 . 50 -14 . 30 

水産試験士会→東福寺野公園(畳食)→県 庁→
高岡地区

14 . 50 -1 5 . 30 15.40-16.10 

情報処理教育センター→県立図書館

9.50-10.20 10.30-11.10 1 2 . 00 -1 2 . 50 

ビジターセンター ・大境洞窟→栽培漁業センター→向然休養村(昼食)→
砺波地区

1 3 . 50 -1 4 . 30 1 5 . 10 -16 . 00 

庁→いこいの村日山

付
さ
れ
ま
す
。

通
常
の
売
買
で
は
、
車
両
査
定
価

格
に
還
付
税
金
分
を
上
乗
せ
し
た
も

の
を
売
り
価
格
と
さ
れ
ま
す
。
売
る

と
き
に
よ
く
こ
の
点
を
は

っ
き
り
し

て
お
く
べ
き
で
す
が
、
あ
い
ま
い
な

ら
両
者
損
の
形
で
折
半
す
る
こ
と
で

話
し
合

っ
て
み
る
こ
と
で
す
。

ま
っ
て
い
る
の
、だ
か
ら
L

と
書
類

に
臼
を
押
さ
せ
だ
。
そ
の
う
え
保

証
〈
主
と
し
て
三
百
万
円
余
り
の
預

金
通
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
行
っ
て

し
ま
つ
だ
。
適
切
な
判
断
能
力
の

な
い
者
に
十
分
な
説
明
も
せ
ず
に

印
を
押
さ
せ
る
と
は
お
か
し
く
な

い
か
。

こ
の
か
た
が
買
わ
さ
れ
た
金
は
五
十

J

で
、
指
値
が
一

づ
千
七
百
二
十
二

円
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
を
計
算

し
ま
す
と
八
千
六
百
万
円
に
な
り
ま

よ
う
に
大
き
な
取
引
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
、
消
費
者
が
は
っ
き
り
認
識

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
ま
ず
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
儲
か
る
話
ば
か

り
で
、
金
取
引
に
つ
い
て
の
説
明
や

「
買
付
け
を
し
て
し
ま
っ
た」

と
無
理
に
印
を
押
さ
せ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず

実
際
は
印
を
押
し
て

手
数
料

(
こ
の
業
者
の
場
合
は
一
M
ラ

か
ら
買
い
に
入

っ
て
い
る
な
ど

問
・

私
は
未
亡
人
(
田
子
家
庭
)
だ

が
喫
茶
屈
を
開
き
だ
い
。
資
金
、
ガ

答
・

母
子
家
庭
に
対
し
、
経
済
的
な

手
助
け
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭

生
活
が
円
満
に
行
わ
れ
、
子
供
さ
ん

足
り
な
い
の
で
貸
ぱ
制
度
が
あ
れ

ば
利
用
し
だ
い
の
だ
ガ
4

。

貸
付
金
の
種
類
は
事
業
開
始
資
金
、

事
業
継
続
資
金
、
住
宅
資
金
、
転
宅

資
金
、
就
職
支
度
資
金
、
修
学
資
金
、

就
業
支
度
資
金
、
修
業
資
金
、
技
能

習
得
資
金
、
生
活
資
金
、
療
養
資
金

-‘z・・・・‘ヨ・・

・.11'="τ冒・・・・11'.'11_
一一一

一
_，・h・・・・
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一
一一

が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願

っ
て
設

お
よ
び
結
婚
資
金
で
す
。

け
ら
れ
た
母
千
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

あ
な
た
の
場
合
は
、
事
業
開
始
資

制
度
が
あ
リ
ま
す
。

金
の
貸
付
対
象
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

いて送ってくださし、。一般親千もこ

れに準 じてく ださい。

・申し込み先

住所地により申し込み先が下表のよ

うに決ま っていますのでご注意くだ

さし、

・申し込み期間

6月15日 6月30日までです 0

.参加決定

毎回申し込みカ、多いため抽せんを

しています。参JJiJが決定した団体や

個人には通知いたします。

.携行品など

昼食やお茶はご持参ください。参

加l費は無料ですが、高岡コースのか

たは東伯寺野公園の入凶料(大人170

円)、子ども(120円)を負相して くだ

さい。

.パスで送迎します

参加団体が指定する場所ま で送迎

します。個人の方には指定場所を連

絡しますので、その場所まできてく

ださし、。

学校の夏休み期間中を利用して、

親子で県の施設や事業を見学し、県

の仕半に関心を高めていただこうと、

今年も次のような計画で 「県政親子

パス教室」を運行します。どうぞご

利用 くださし、。

.対象

①児童クラブ等青少年団体の親子

②若干の一般親チ

・応募方法

上記①の )jは約50名の団体で応募

してくださ L、。

応募は郵便はがきに次の要領で書

(団体) (個人)

氏
名
電
話
番
号

運
行
希
望
月
日

住
所

(郵
便
番
号
)

団
体
名

(事
務
胃
設
置
)
市
田
村
名

代
表
者
氏
名

連
絡
者
住
所

(郵
便
番
号
)

氏
名
お
よ
び
電
話
番
号

運
行
希
望
月
白

ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は

こ
の
取
引
は
成
立
し
て
い
る
と
は
認

め
が
た
い
と
し
て
、
問
題
点
を
書
い

て
、
取
引
を
行
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
旨
の
内
容
証
明
郵
便
を
出
す
よ
う

指
導
し
ま
し
た
。

し、

オ6

問
・

サ
ラ
金
を
借
り
て
悲
惨
な

自
に
会
つ
だ
記
事
ガ
新
聞
等
に

よ
く
出
て
い
る
ガ
、
サ
ラ
金
を

借
り
る
と
き
ど
ん
な
こ
と
に
注

意
し
だ
ら
よ
い
か
。

答
・

サ
ラ
金
を
利
用
す
る
ま
え
に
他

の
方
法
を
考
え
る
こ
と
で
、
県
や
関

係
団
体
に
サ
ラ
金
よ
り
ず

っ
と
低
利

な
制
度
融
資
が
あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
利
用
す
る
と
き
は
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

山
返
済
予
定
日
ま
で
の
最
短
期
間
、

必
要
最
少
限
額
を
借
り
る
。

ω業
者
は
「
富
山
県
庶
民
金
融
業
協

会
」
に
加
入
し
て
い
る
業
者
を
選

ぶ
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
協
会

が
問
題
の
解
決
に
あ
た

っ
て
く
れ

ヲ
h
v

。
ω借
用
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て

こ
の
資
金
は
、
事
業
を
開
始
す
る

た
め
に
必
要
と
す
る
設
備
費
あ
る
い

は
什
器

・
材
料
等
の
購
入
費
等
に
あ

て
る
た
め
の
も
の
で
、
貸
付
額
は
百

二
十
万
円
以
内
と
な

っ
て
お
り
、
利

子
は
年
三

rで
す
。

詳
細
は
市
町
村
役
場
で
お
聞
き
に

な
り
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申込団体または個人の住所地 申込先 所在I也 電話番号

富山市・上新川部 ・婦負郡 富山県知事公室広報課
富山市新総曲輪1-7 (0764) 

富山県庁内 31-3131 

高岡市・新湊市・氷見市・射
高岡地方県民相談室

局岡市赤祖父211 (0766) 
水郡 ・福岡町 高岡総合庁舎内 21-9411 

魚津市・滑川市・黒部市・下
魚津地方県民相談 室

魚津市新宿10-7 (0765 ) 
新川君11・中新川部 魚津総合庁舎内 24-5311 

砺波市・小矢部市・東砺波郡 砺波地方県民相談室 砺波市幸町1-7 (07633) 
-福光町 砺波総合庁舎内 3-5151 

守フ

申し込み先



あ
な
た
は

現
代
納
税
者
気
質

ま
ず
、
ざ

っ
と

ま
わ
り
を
見
ま

わ
し
て
み
て
く
だ
さ
い

家
の
前
の
道
路
や
、
上
・
下
水
道
、

学
校
や
教
官
官
則
、
お
年
寄
り
ゃ
ゼ

ロ
政
児
の
弘
療
貨
の
無
料
化
な
ど
、

税
金
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

も
の
の
何
と
多
い
こ
と
か
。
そ
れ
な

の
に
、
常
日
頃
は
そ
れ
を
税
と
結
び

つ
け
て
考
え
る
こ
と
な
く
、
や
や
も

す
る
と
、
税
は

J
u
同
い
も
の
人

H

取

ら
れ
る
も
の
H

と
ば
か
り
忠

つ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か

こ
こ
に
、

「市
民
生
活
立
識
研
究

会
」
と
い
う
学
者
グ
ル
ー
プ
い
か
昨
年

的
に
反
税
運
動
に
参
加
し
よ
う

す
る
人
は
十
凶
われ
と
低
く

多
く
は

「仲
間
同
」
心
で
グ
チ
を
い
い
合
い

あ
き
ら
め
る
こ
と
で
税
の
負
川
い
か
ら

心
理
的
に
逃
れ
よ
、
っ
と
す
る
り
ク
チ

あ
き
ら
め
川
J

の
削
山
い
か
伯
、
い
|
υ

と
こ
ろ
で

資
料
は
少
々
占
く
な

り
ま
す
が

会
心
附
主

'
U者

m
r十
L
F
-

Uf{ 
，手U
jJ_LJ 

年

「
納
税
者
の
心
理
」
を
テ

l
マ
に
、
日

本
人
の
納
税
意
識
を
分
析
し
た
結
果

の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
だ
はA
型
・
し
型・

M
型
?

こ
の
研
究
会
は
、
ま
ず
、
税
に
対

す
る
意
識
を
、
大
き
く
二
つ
に
分
け

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は

A
型

(
ア

メ
リ
カ
)。
「
納
税
は
、
市
民
生
活
の

繁
栄
の
た
め
に
、
市
民
が
積
極
的
に

協
力
す
べ
き
も
の
。
同
時
に
、
税
金

が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

も
山
川
巾
に
監
叫
す
べ
き
も
の
」
と
い
う

と

府
の
全
凶
世
論
調
査
)、
こ
こ
に
も
う

一
つ
税
に
関
す
る
別
の
調
査
結
呆
が

あ
り
ま
す
。

関
山
の
薄
い
税
の
使
い
道

ま
ず
、
税
へ
の
関
心
度
で
は
、

「
税

に
関
心
が
あ
る
L

の
は
六
十
れわ

桟

リ
山
十
れ
は
関
心
な
し
。
さ
ら
に
関

私
た
ち
日
本
人
は
自
分
が
負
担

し
て
い
る
税
に
対
し
て
関
心
が
な
い

と
い
う
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

一
つ
に
は
、
歴
史
的
な
も
の
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、

外
部
か
ら
の
侵
略
に
対
し
、

み
ん
な

で
お
金
を
出
し
合
っ
て
身
を
守
る

と
い
う
考
え
か
ら
出
発
し
た
税
と
は

ち
が

っ
て、

η

お
上
か
ら
、
取
ら
れ
る

も
の
。
と
い
う
意
識
が
い
ま
だ
に
根

強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
一
つ
目
に
は
、

税
の
仕
組
が
あ
ま

り
に
も
複
雑
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
税
に
は
、
国
税
と
地
方
税
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
地

H
机
は
、
出
町
税
と

市
町
村
税
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

法
令
で
税
率
や
納
期
等
が
、
細
か
く

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

弘
主
内
リ
児

玉
q
・
十
レ
ハ
ヰ
作

F
f

者
に
と

う
て
、
税
の
体
系
を
埋
解
す

る
こ
と
は
、

と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
た
め
に
私
達
は
、
国
税
な
の
か

県
税
な
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
ま
ま

に
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
そ
れ
と
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
税
と

私
達
が
受
け
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

結
び
つ
か
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

財
政
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

与
え
。

も
う

一
つ
は

し
型
(
ラ
テ
ン
)。
「
税

は
権
力
者
が

一
方
的
に
徴
収
し
、
勝

手
に
位
う
も
の
。
だ
か
ら
、
で
き
る

だ
け
取
ら
れ
ま
い
と
し
、

い
っ
た
ん

納
め
る
と
、
使
途
へ
の
関
心
は
薄
い
」

と
い
う
タ
イ
プ
。

そ
し
て
、
こ
の
中
聞
を

M
型
と
し

て
い
ま
す
の

さ
て
、
あ
な
た
は

A
型
?
L
型
?

そ
れ
と
も
M
型
で
す
か
。

こ
の
研
究
会
が
行

っ
た
結
果
は
ど

う
出
た

の
で
し
ょ
う
。

(
調
査
対
象

は
東
京
都
の
み
。

心
の
あ
る
人
に
対
し
、
税
の
ど
の
よ

う
な
点
に
関
心
が
あ
る
の
か
聞
い
た

結
果
で
は
、

「
白
分
の
負
担
す
る
税
金

(税
制
)」

が
最
も
多
く
し
ハ
十
二
七
、

つ
い
で

「
税
金
の
使
詮
」一二
十
二
七
、

税
制

税
体
系
な
ど
の
し
く
み
」

十
八

「
所
得
の
調
査
、
実
際
の

徴
税
の
し
か
た
な
ど
」
十
七
れ
と
な

ま
す
。
凶
の
よ
う
に
、
私
達
が
地
トル

税
と
し
て
納
め
た
以
上
に
、
自
治
体

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
の
で

す
が
、
交
付
税
あ
リ
、
国
庫
支
出
金

あ
リ
で
、
納
め
た
税
が
、
ど
ん
な
ル

ー
ト
を
通
っ
て、

ど
ん
な
形
で
私
達

に
必
元
さ
れ
て
い
る
の
か
、
非
市
に

わ
か
り
に
く
い
仕
掛
け
に
な
っ
て
い

ま
す
し
砂わ
か
り
や
す
い
税
。
そ
し
て

砂納

得
で
き
る
税
々
が
理
想
で
す
が
、
わ

い
か
国
の
よ
う
に
税
の
種
類
が
多
い
と

な
か
な
か
、
単
純
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
で
き
る
だ
け
わ
か
リ
や
す
い
税

納
得
し
て
納
め
て
い
た
だ
け
る
税
に

し
た
い
と
努
力
し
て
お
リ
ま
す
か
ら

一
層
の

ご
理
解
と
こ
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
、

日
本
人
は
し
型
に
近
い

A
川
上
三
十
訂

L
P
三
十
山
u
h

M
引
三
十
六
打
と

は
ぼ
三
等
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

メ
ン
バ

ー
の
一
人
は
、

「
調
査
の
内
谷
を
よ

く
み
る
と
、
日
本
人

の
納
税
意
識
は

A
型
と
い
う
よ
リ
、
L
型
に
近
い
と

思
う
」
と
診
断
し
て
い
る

の
で
す
が

。
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
負
担
す
る
税

金
(税
制
)
に
は
、
か
な
リ
の
関
心
が

あ
る
の
に
、
納
め
た
税
が
、
ど
の
よ

う
に
他
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
税
に
関
心
の
あ
る

人
の
っ
ち
で
も
、
約
三
分
の

一
の
人

し
か
関
心
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん

の
こ
と
は
、
先
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で

「あ芯だは何型でしょうか?.Jといっても、

血液型の話ではありません。

税金に関するちょっとばかり興昧のあるお

話です。

、ゼイキン....問いただけで憂うつになるよH

…怠んて方もいらっしゃるようですガ、私達

の社会生活の上には、無くてはならないもの

のひとつですから、しばらくおつき合いしてく

ださい。

も
う
少
し
、
調
査
結
米
を
み
て
み

18 

ま
し
ょ
う
。
十
人
の
う
ち
七
人
ま
で

が、

「
税
金
は

一
方
的
に
課
税
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
」
と
感
じ
、

「
納

税
時
期
以
外
の
時
は
、
税
金
の
こ
と

を
あ
ま
り
考
え
な
い

」
と
な

っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
会
は
、

日
本
人
の
納
税
行
動
の
特
色
を
、
次

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

全
般
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
納
税
す
る
と
い
う
H

法
律
順

守
型
日
こ
れ
は
、
男
女
、
世
代
、
学

歴
、
職
種
に
関
係
な
く
、
九
十
五

r

台
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
極

い
う

「
日
本
人
は
L
型
に
近
い

」
と

い
う
診
断
を
・
畏
づ
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
困
、
地
万
白
治
体
の
財

政
難
打
開
の
た
め

同
引
税
や
新
税

の

創
設
が

連
日
話
題
に
な

っ
て
い
る

今
日
で
は

税
に
刈
す
る
関
心
は
も

っ
と
強
ま

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

地
方

2Q 1，357億円
(76.4%) 

国・地方自治体問の租税の実質的配分 (昭和51年度)

国

税

168，063憶円
(63.7%) 

手E
税
総
額

263，704 
億円
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地
方
税

95，6411輩、円
(36.3%) 



雨具を
うっとうしい梅雨のシーズンにはいこれから長く、

ります。

考える
おしゃれの要素と華やか

さを憎してきましたが、やはり実用第一。水もりがせ

そこで今回は、

生
地

の
組
成
、
親

骨
の
長
さ
及
び
数
、
親
日
出
刊
の
メ

ソ
キ

そ
れ
に
よ
れ
ば

の
柄
矧
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
」
に
、

日
本
洋
傘
振
興
協
議
会

かさを中山として雨具のかしこい寅

ず軽快、丈夫で錆びにくいことが大切です。

かさは実用一点、ばりから、

品
質
の
見
分
け
方

ま
ず
第

一
に
、
家
庭
用
品
品
質
表

ポ
法
に
よ
る
品
質
表
.
不
い
か
あ
リ
ま
す

い方、手入れの仕方を考えてみましょう。

(

〕

ω円
)ω
コ
己
ヨ
官
。
一
一
ω
日
U

円。ョ
2
5ロ

かさ生地用かさ骨

〉
ωω02ω
門

5
ロ
)
が
つ
け
て
い
る
〕
己
目
)
〉

(
ジ

ュ
パ
)
マ
ー
ク
が
つ
い
て
お
り
ま

す
。

こ
れ
は
、
洋
が
さ
の
外
観
、
仲
間

I也
グ〉

IW 
7}( 
'1生
か
染さ
色廿
i黙の

ろ|坊
う 3占
!変性

ビ j:_

造
、
寸
法

一
l
ル
が
さ
の
生
地
の
品
質
な
ど
に

つ
い
て

日
本
河
傘
検
査
協
会
で
検

査
し

こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
に
つ

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

じ
よ
う
ず
な買
い
方

ま

ず

第

一
に

さ

き

に

の

べ

た

〕
己
可
〉
マ
ー
ク
を
確
認
し
、
家
庭
用
品

品
質
表
ι
小
法
に
よ
る
品
質
表
ぶ
を
み

て
買
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お

マ
ー
ク
だ
け
で
は
心
も
と

な
い
と
い
う
か
た
は

次
の
山
…
を
チ

エ
ツ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

〈
親
骨
〉

ア
ル
ミ
合
金
は
杭
い
の
で
す
が

生
地

の
伝
リ
を
文
え
る
弾
力
性
で
は

〈
縫
製
〉

裁
断
し
た
生
地
の
縫
い
合
わ
せ

、

ふ
ち
の
折
り
返
し
の
糸
自
の
こ
ま
か

い
も
の
、
竹
に
固
定
す
る
中

と
じ
も

で
し
ょ
う
。

し

っ
か
り
し
た
も
の
を
選
ぶ
と
よ
い

〈
手
元
〉

カ
タ
が
な
い
か

の
ジ
ャ
ン
プ
が
さ
な
ら
ハ
ペ
ン
キ
が
光

ワ
ン
タ

ッ
チ
式

い全

作
動
す
る
か
推

し
て

だ

さ

〈
使
宵
目
的
に
合
せ
て
〉

つ
ぎ
に
使
用
目
的
に
合

っ
た
形
の

も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

旅

行
の
と
き
な
ど
は

子
又
上

.
4
a
T
)
ニ

ヰ
寸
宙
十

f

H引

l
f

た
み
式
の
か
さ

強
い
雨
風
の
と
き

は

じ
よ
う
ぶ
な
ワ
ン
タ
ッ
チ
式

の
ジ
ャ
ン
プ
が
き
が
似
利
で
す
し

子
供
用
に
は
危
な
く
な
い
よ
う
に
石

突
の
丸
い
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

手
入
れ
の
仕
方

ぬ
れ
た
か
さ
は
、
長
時
間
た
た
ん

だ
ま
ま
に
し
て
お
く
と
甘
が
早
く
鈷

び
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
広
げ

ま
し
ょ
う
。

ま
た
油
を
少
量
し
め
し

た
綿
な
ど
で
甘
の
接
点
を
拭
い
て
お

く
の
も
長
持
ち
の

秘
訣
で
す
。

ま
た

土

J
L
二
43
:
h
d
L
二

)

J
f
t
f
川
l

ト
ダ

j
f
l

道
は
た
に

取
り
部
と
し
た
り
し
て
汚
れ
て
し
ま

っ
た
場
合
は

手
ま
め
に
沈
、
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が

ブ
ラ
シ
で
コ
シ
コ

ン
こ
す

っ
て
は
防
水
が
と
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
れ
は
ど
ひ
ど
く
汚
れ
て

い
な
い
う
ち
は

で
き
れ
ば
か
さ
が

ぬ
れ
て
い
る
う
ち
に
水
を
ザ
ア
ザ
ア

か
け
て
川
れ
を
流
し
ま
す
。

ひ
ど
く

心
れ
た
と
き
は

折
を
み
て
か
さ
を

広
げ

水
を
か
け
な
が
ら
ス
ポ
ン
ジ

で
こ
す
り
ま
す
。

こ
の
方
法
も
効
果

い
か
な
い
は
ど
川
れ
が
ひ
ど
い
と
き
は

住
居
用
洗
剤
を
使
用
し
ま
す
。

こ
の
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元骨 〕親骨
先骨 j

折りたたみがさ構造図鋼
鉄
製
に
劣
り
ま
す
。

用
途
を
与
え

軽
さ
だ
け
に
れ
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
メ
ッ
キ
〉

相
川
川
{
円
の
メ

ソ
キ
は

同
じ
斥
さ
な

、h
J
ギ」
F

ク
ロ
ム
メ

ッ
キ
い
か
光
沢
が
あ

リ
鈷
び
に
く
く

次
い
で
ニ

ッ
ケ
ル

メ

ッ
キ

唖
鉛
メ

ッ
キ
の
順
に
品
質

い
か
低
下
し
ま
す
。

〈
生
地
〉

利
・・・・・
・
高
級
で
あ
る
が
耐
久
性
に

劣
リ
ま
す
。

キ(1¥

主
に
学
童
用
で
重
く
て
乾

マ
方
法
を
用
い
た
あ
と
は

防
水
ス
プ

レ
ー
で
再
防
水
し
て
お
く
と
よ
い
で

ー
し

Li?
「ノ
。

子
供
の
か
さ
は
川
れ
が
は

げ
し
い
の
で

た
び
た
び
防
水
し
た

ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

av--ジ
コE
ト

選
ぴ
方

だ
い
た
い
次
の

三
点
に
在
立
し
て

選
ぶ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

川
レ
ー
ン
コ
ー
ト
の
材
料
は

を
併

用

す

る

時

に

は

完

全
防
水

品
よ
リ

む
し
ろ
通
気
性
の
あ
る

繊
維
製
品
を
防
水
加
工
し
て

水
を
は
じ
く
紅
度
の
も
の
を
選
べ

ば
、
む
れ
る
不
快
感
も
な
く
衛
生

上
も
好
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

ω試
着
し
て
前
打
ち
合
わ
せ
が
十
分

あ
る
か
、
風
が
吹
き
込
む
の
を
防

げ
る
か
よ
く
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
c

き
に
く
い
の
が
難
点
で
す
。

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
:
:
:
薄
く
て
、
軽

く
、
乾
き
や
す
く
耐
久
性
も
あ
リ
ま

す
。

刷
物
が
多
く
高
級
品
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ナ
イ
ロ
ン

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と

同
じ
特
徴
が
あ
る
が
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

よ
リ
伸
紡
性
が
強
い
の
で
シ
ワ
句
タ

ル
ミ
か
出
や
す
く

一
般
に
安
い
も

の
に
佐
わ
れ
無
地
が
多
い
よ
う
で
す
。

ビ
ニ
ー
ル

:
:
:
安
価
で
水
を
は
じ

く
性
質
は
あ
る
が
耐
久
性
に
劣
り
ま

す
。ω耐

ク
リ
l

ニ
ン
グ
性
は

取
り
扱

い
絵
表
示
を
参
考
に
必
ず
確
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

手
入
れ
の
仕
方

ダ
ス
タ
ー
コ

ー
ト
と
し
て
も
着
る

こ
と
が
多
い

の
で
衿
や
袖
口
が
汚
れ

ま
す
が

こ
の
場
合
ベ

ン
ジ
ン
で
て

い
ね
い
に
拭
い
て
お
き
ま
す
。

し
か

し
何
回
も
く
リ
返
し
ま
す
と
防
水
力

市|坊でが
版 ・水拭お
のといち
IW 汚たて
水れあ き
スふとま
プせ十す
レぎ分か
| の乾ら
剤効燥
を果さベ
ムがせン
ラあてジ
なる、ン

く
吹
き
つ
け
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

こ
の
作
業
を
二
回
く
り
返
す
と
完
全

21 

で
し
ょ
う
。

防
水
の
効
果
を
た
か
め
る
た
め
の

か
さ

ア
イ

ロ
ン
か
け
は
、

仕
上
げ
を
さ
れ

い
に
す
る
目
的
も
含
め
て
ぜ
ひ
必
要

な
作
業
で
す
が
、
こ
の
ア
イ
ロ
ン
か

同j

け
が
あ
る
た
め
に
厚
地
レ
ー

ン
コ

l

ト
を
家
庭
で
防
水
す
る
の
が
困
難
な

場
人
け
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
防
水

の
再
加
工
は
コ
ー
ト
の
布
地
の
厚
さ

も
巧
慮
に
い
れ
て
、
家
庭
で
す
る
か

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
山
に
ま
か
せ
る
か
を

決
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。



4月17日 |体障害者を対象に、生活訓練と写植 |の振興発展につながると関係者から

顔 立山山麓レクリエーション会社| 印刷、クリーニング技術の修得を通 i期待されています。
が発足 |して、自活の手助けをすることにし

! います。，'r山山鏡レクリエーション地域整 1

備計画の実現をめざして、県をはじ

め地元市町村と関係民間企業の共同

出資による立山山鑑レクリエーショ

ン株式会社が発足し、計幽の具体化

へ一歩踏み出しました。

同社は立山山麓地域の既存の観光

レクリエーシ ョン施設の効半的な運

用を図リながら、観光客に十分楽し

んでいただく卓業計幽を推進するこ

とになります。

4月18日
麗高志授産ホームが完成

社会福祉総合施設(富山市下飯野)

内に重度身体障害者授産施設 「高志

授産ホーム」が完成。

同ホームは、からだが不自由なた

めに、作業能力をもちながらも一般

の職場で働くことが困難な重度の身

4月25E3
~業務開始/産業情報センター

中小企業に必要な各種情報の収集

と提供を行う県産業情報センターが、

富山商工会議所ビル9階にオープン。

同センターの開所により、大都市

所在の企業や大企業に比べ情報収集

面で不利な立場にあ った県内中小企

業の悩みが解消され、また地場産業

祝高志遺跡弘関所武
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5月2日
麗臨時議会で正副議長きまる

改選後の役員、組織構成を決める

臨時県議会が聞かれ、議長に石沢義

文氏、副議長に石黒武夫氏がそれぞ

れ選出されました。

5月3日
麗待望の勤労者いこいの村富山

オープン

県民公園のー画、婦中町細谷に、

5月3日、勤労者のい別荘地H いこい

の村富山がオープン。同村は、恵ま

れた豊かな自然の中で、休養と健康

増進を図ることができるとあって、

家版連れや、グループ連れに好評を

得ています。

深めてもらお うと 、30カ所の県出先 |の暖まる暇もない忙しい 1日を過ご

機関で I1日所長」が実施されまし |した 1日所長は、「県の仕事について

た。午前8時30分、事務の引き継ぎ |の認識を新たにしたJI本当に良い体

を受けた 1日所長は 白いバラの花 |験だった」と感想、を述べていました。

を胸に、職員の説明を受けながら、

仕事をつぶさに見て廻りました。席15月竹田
鶴新湊市で大地震

一総合防災訓練=

富山湾に起きた地震で、新湊市が

震度6の烈震に襲われ、石油貯蔵施
設、市街地、海上船舶に被害が続出

したという想定で訓練が行われまし

た。この訓練には、防災関係機関、

事業所など35団体と地元住民3，300人

が参加。消防車、特殊車、船舶、飛

行機、ヘリコプターを使って、本番

さながらの訓練を展開しました。

5月4日，__，6E3
~国際児童年キャラバン隊来県
ホわが子への愛を世界のどの子にもか

を合言葉に、国際児童年キャラパン

隊の一行11名が4日来県。一行は知

事を表敬訪問したあと、 富山、 高岡、

新湊、魚津、滑川の各市を巡回し、

道行く人に、風船やノfンフレ ットを

配付したり 、街頭イ ンタ ビューを行

い、児童の権利を守ろうと呼びかけ

ました。

5月9日
寝起県政に理解をと rl日所長」
を実施

県政に対する関心と理解を県民に

2
 
2
 

-県民大学校夏期大学受講生募集

受講料/無料

募集人員/前期→夜 ・朝の部とも約700人
後期→夜の部約700人

申込期間/6月4日(月)-7月2日(月)

申込 ・問合せ先/県教育委員会生渡教育班

〒930富山市新総曲輪1-7
r(0764)31-4111・内線277
申込方法/はがきまたは電話で次の事項を明ら

かにして申し込んで‘ください。

住所、氏名、年令、性別、職業、連絡電話番

号、前期(夜 ・朝の部区別)後期の区別、前年

度受講の有無。

・第34回県展開催
期間/6月16日(土)-6月22日樹
場所/富山県民会館l階A.B展示場

・公立学校教員5拝度採用横査
検査日/7月29日(日)-8月1日附
願書受付締切日/6月18日明)

願書交付先/県教職員課、魚津、富山、高問、

砺波の各教育事務所、市の教育委員会

問合せ先/県教職員課 rC0764 )32-2642 
・調理師誌験

試験日/8月l日附

願書受付期間/6月25日明)-6月30日仕)
願書の申込問合せ先/最寄りの保健所

受験手数料/2，000円
・由民宿舎五箇山荘オーブン

オープン/6月16日ω
申込先/五箇山荘、東砺波郡平村田向大平333-1
r(076366)2316 

宿泊料金

利話21F料金|制料金 ! 且 ...，...- "1 1 .MA.合計

1，500 

-育蜂青少年の家、オーブン

雄大な薬師岳のふもと、森と湖につつまれた

有峰。出かけてみませんか。

オープン/6月25日(月)

申込 ・問合せ先/県青少年課r(0764)31-4111

11111111'・・・・・・・・・11111，..".....""..111"'''...，.._"''・・・."..""，""・・・・町....側111・・・・"
-環境週間/6月5日(刈-11日(月)
私達の住んでいる街をみんなの手できれいに

しましょっ。

・農薬危害防J..t運動/6月15日幽-7月14日(却
事故のないよう農薬の取り扱いには十分注意

しましょう。

.a民安全の白/7月1日(日)
注意してください。 水死事故、火災、産業災

害など不慮、の災害が増えています。



してい

どうろを

わだろうとしています。わたってもいいの
ちかちか

チ力チ力の

おばあちゃんにも

ママから幼児へ質問事項

「信号の亦はどんな意味?青は?黄色は?…JI歩行者用

信号で青がチカチカしています。どうすればいいのり

回

わたってね。

限らないので、正面の信号に従って渡る。などてい

ねいに教えましょう 。その他、幼児に最少限必要な標

識や標示も少しずつ理解させましょう 。例えば標識で

は、 「歩行者専用」、「横断歩道」、 「歩行者通行止め」、

「歩行者横断禁止」等。標示では、「横断歩道」等です。

信号の意味は信号機の絵を十品、て、そこに色を塗らせ

ると、理解力が早〈身につきます。

ガ
力
ち
チ
ガ
力
ち
チ

そのときおばあちゃんが

ああいろの

してもらってね。

ああいうが

わたりません。

よいこは

よくみて

しんごうの

あやくそく

信号の意味を正しく理解させましょう。

ときは

ます。

かな。
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おばあちゃん

みてlν
 

あ

き
ゃ

に

じ
ま
マ
ま
マ
。
や

れ
ば
パ

ま
ぱ
パ

と きい

わだ

みんなで交通ルールを守りましょう 。自分本位に無理

な通行をしようとすると、本人が危険にさ らされるば

かりでなく 、結局はみんなに迷惑をかけることになリ

ます。

信号機の正しい志昧を教えてあげてください。青 ・赤

・赤の意味から、歩行者用信号機の点滅の意味まで理

解させましょう 。

l.信号の黄色の時は、横断をはじめてはいけません。

また、横断中黄色になったら、すみやかに渡る。

2.歩行者用信号が青のチカチカの時は次の青で渡る。

3.横の信号が赤であっても前方の信号が青であるとは

しんごうを

ちゅういしてあおでも

ろうね。

どうするの。

あかは

しんごうは

てね。

ろは

岩
崎
巴
人
は
千
葉
県
館
山
市
出
身
で
あ
る
が

中
国
服
の
少
女

一
二
一

m
×
九
四

m

在
・
県
庁
会
議
室

富
山
市
と
も
縁
故
が
深
く
(
横
田
病
院
長
母
堂
は

岩
崎
巴
人
作

実
姉
)
作
品
も
数
多
く
所
在
し
て
い
る
。

日
本
表
現
主
義
の
主
宰
者
で
あ
り
、
国
際
現
代
。

展
招
待
、
功
労
賞
の
異
色
作
家
で
あ
る
。
川
端
学

校
出
身
で
小
林
古
径
に
師
事
し
、
そ
の
後
は
独
自

の
道
を
開
拓
し
て
自
ら
日
本
表
現
派
を
志
し

一
家

を
な
し
た
。

イ
ン
ド
を
巡
り
、
求
法
と
修
行
の
旅
の
途
上
に

禅
林
寺
永
観
堂
の
亮
明
法
主
と
の
遭
遇
か
ら
出
家

県有美術品紹介

を
決
意
し
、
僧
籍
に
入
・っ
て
夫
妻
と
も
剃
髪
さ
れ

た
熱
情
の
人
で
あ
る
。
つ
と
に
村
上
華
岳
や
小
川

芋
銭
に
傾
到
し
、
鉄
斉
に
も
通
ず
る
脱
俗
覚
醒
の

道
を
求
め
、
昨
今
は
水
墨
に
親
し
ん
で
ご
無
位

真
人」

天
空
海
閲
の
画
境
に
至
る
グ
禅
僧
画
人
。

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ー
ー
ー
。

こ
の
図
は
水
墨
に
入
る
以
前
の
壮
年
期
の
作
と

忠
わ
れ
る
が
、
大
胆
な
紺
地

一
色
を
背
景
に
、
青

衣
中
国
服
の
豊
満
な
少
女
を
リ
ア
ル
に
描
き
、
表

現
主
義
に
移
行
す
る
新
し
い
日
本
画
の
境
地
を
開

発
し
た
巴
人
芸
術
の

一
点
景
で
あ
ろ
う
。

清
衣
麗
人
の
明
昨
が
印
象
的
で
あ
る
。

佐
藤
良
成



よい歯で
よくかみ
よいからだ

す
。「歯

に
食
べ
物
の
カ
ス
が
つ
き
、
そ

ス
に
細
菌
が
取
り
つ
い
で
作
り

歯
や
歯
ぐ
き
を

い
つ
も
清
潔
に

し

て

出

さ

れ

た

酸

が

、

歯

の
エ

ナ
メ
ル
質

健
康
を
保
持
し
よ
う
お
く
よ
う
に
、
歯
み
が
き
、
口
す
す
を
と
か
し
て
し
ま
う
」|
|
|
こ
れ
が

グ
ム
シ
歯
追
放
/
・
お
母
さ
ん
の
愛
情
で
4

/ 

周
4
B

こ
と
し
も

「
歯
の
衛
生
週
間
」
が

六
月
四
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の

一

迎
問
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
週
間
は
、
歯
の
衛
生
に
関
す

と
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
、
重
点
目
標
に

「
歯
口

清
帰
の
徹
底
」
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

特
に
幼
児
や
少
年
を
対
象
と
し
て
、

る
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
に

10 
目
ム
シ
歯
の
基
本
的
主
型
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
歯
と
食
べ
物
と
細
菌
め

三
つ
の
要
素
が
互
い
に
か
か
わ
り
合

え
ば
ム
シ
歯
に
な
る
わ
け
で
す
。
「食

べ
物
の
カ
ス
を
歯
に
つ
け
な
川
、
カ

ス
が
つ
い
て
も
細
菌
が
酸
を
作
る
以

-県広報とやま
.印刷 掛チューエツ

ぎ
の
習
慣
づ
け
を
目
標
と
し
て
い
ま

前
に
取

っ
て
し
事
う
」!
ー
ー
と
い
う

よ
う
に
す
れ
ば
ム
シ
歯
は
追
放
で
き

る
わ
け
で
す
。

富山市新総曲輪1の7ft31-3131(直通)〒930富山県知事公室広報課

、

時
闘
を
か
け
て
み
が
き

歯
み
が
き
は
正
し
く
、

ま
し
ょ
う
。

二
、
食
事
の
あ
と
十
分
以
内
に
歯
を
み
が
き
ま
し
ょ

『つ。
三
、
お
口
の
清
掃
は
ブ
ク
ブ
ク
う
、
か
い
で
。

四
、
お
や
つ
は
ま
と
め
て
与
え
、
そ
の
あ
と
歯
を
み

が
く
か
、
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
。

五
、
発
育
期
に
は
、
と
く
に
タ
ン
パ
ク
、
脂
肪
、
炭

水
化
物
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
だ
食
事
を
与
え
ま
し

ょ
う
。

昭和54年 6月号必125 ・企画発行

七、

寝
る
前
に
も
歯
を
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
歯
の
模
査
を
う
け
ま
し
ょ
う
。


